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本
学
と
釧
路
町
は
２
０
１
９

年
12
月
18
日
、
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
釧
路
町

の
産
業
・
経
済
・
観
光
の
振
興
、

学
生
の
教
育
活
動
、
地
域
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど

レスブリッジ大学

経
済
的
理
性
の
狂
気
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
行
方
を

〈
資
本
論
〉で
読
み
解
く

デ
ヴ
ィ
ッ
ド・ハ
ー
ヴ
ェ
イ 

著
／
大
屋
定
晴︵
経
済
学
部
教
授
︶
監
訳

定
価
（
本
体 

二
、八
〇
〇
円
＋
税
）

マ
ル
ク
ス
が
特
に
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
資
本
主
義
に
は

強
い
危
機
／
恐
慌
の
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
、
そ
の
理

由
だ
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
が
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
体
系

を
総
括
し
、
現
代
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
を
分
析
す
る
。

作品社

在
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
つ

つ
あ
る
カ
ナ
ダ
有
数
の
州
立
大

学
で
す
。
本
学
と
は
、
長
年
に

わ
た
る
学
生
・
教
員
の
交
流
の

歴
史
が
あ
り
、
受
け
入
れ
態
勢

は
万
全
で
す
。
希
望
者
は
、
北

海
学
園
大
学
で
２
年
学
び
、
取

得
単
位
や
英
語
力
の
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
た
後
に
、
レ
ス
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
で
残
り
の
２
年
間
勉
強

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本

で
大
学
生
活
を
経
験
し
、
し
っ

か
り
準
備
し
た
後
で
カ
ナ
ダ
に

向
か
う
の
で
、
無
理
な
く
留
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
日
本
お
よ
び
現
地

で
の
英
語
学
習
や
、
学
年
の
開

始
時
期
の
違
い
、
帰
国
後
の
卒

上：レスブリッジ大学卒業式、中：レスブリッジ大学キャンパス、下：北海学園大学卒業式

業
研
究
の
提
出
な
ど
の
た
め
に
、

２
つ
の
卒
業
証
書
を
受
け
取
る

に
は
最
短
で
も
５
年
は
か
か
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
日
本
と
北

米
の
両
方
を
拠
点
と
し
て
国
際

的
な
キ
ャ
リ
ア
を
目
指
す
人
に

と
っ
て
は
、
大
変
魅
力
的
な
選

択
肢
だ
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
北
海

学
園
大
学
と
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
の
両
方
を
卒
業
す
る
、
こ
の

新
し
い
制
度
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
（
ま

ず
は
人
文
学
部
に
２
０
２
０
年

度
以
降
に
入
学
し
た
学
生
が
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
将
来
的
に

は
他
の
学
部
に
も
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
）。

﹇
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
概
要
﹈

　

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
は
カ
ナ
ダ
西
部

の
ア
ル
バ
ー
タ
州
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
市
に

あ
る
州
立
総
合
大
学
で
、
文
理
、
芸

術
、
教
育
、
経
営
、
健
康
科
学
の
５
学

部
と
大
学
院
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
歯

学
、
工
学
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
法
学
、

薬
学
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
お
よ
び
獣

医
学
を
専
攻
す
る
学
生
は
、
他
大
学
の

専
門
学
部
へ
進
む
。
創
立
は
１
９
６
７

年
で
、
学
生
数
は
各
コ
ー
ス
合
わ
せ
て

約
８
７
０
０
人
。
世
界
中
か
ら
留
学
生

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
特
有
の

自
然
・
社
会
条
件
に
よ
く
適
応
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
校
舎
群
は
、
建
築
家
の
間
で

は
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　

北
海
道
が
ア
ル
バ
ー
タ
州
と
姉
妹
州

の
協
定
を
結
ん
で
か
ら
北
海
学
園
と
の

交
流
が
始
ま
る
。
１
９
８
６
年
か
ら
北

海
学
園
の
学
生
が
、
１
９
８
７
年
か
ら

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
学
生
が
、
隔

年
で
相
互
に
訪
問
・
研
修
し
て
き
た
。

２
０
０
４
年
度
よ
り
、
１
年
以
内
の
学

生
交
流
も
実
施
し
て
い
る
。

　

本
学
は
、
２
０
１
９
年
12
月

に
、
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州

の
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
ダ
ブ

ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
は
、
現

に
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

本
学
は
経
済
学
部
教
授
を
中

心
と
し
た
「
地
域
政
策
研
究
ユ

ニ
ッ
ト
」
を
組
織
し
、
釧
路
町

で
の
調
査
研
究
を
行
い
な
が
ら
、

釧
路
町
産
業
戦
力
会
議
の
政
策

立
案
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
。
ま
た
、
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
も
行

わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

釧
路
町
と
の
協
定
を
記
念
し

同
日
、
Ｂ
42
番
教
室
で
包
括
連

携
協
定
締
結
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。

 

包
括
連
携
協
定
締
結 

 

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

小
松
茂
町
長
が
「
釧
路
町
の

現
状
・
課
題
と
産
業
振
興
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
題

し
た
講
演
を
行
い
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
本
学
の

地
域
政
策
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
メ
ン

バ
ー
が
加
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
。

ダブルディグリー・プログラム協定締結
カナダ・レスブリッジ大学 と 北海学園大学

ダブルディグリー・プログラム協定締結
カナダ・レスブリッジ大学 と 北海学園大学

まずは人文学部 2020 年以降入学者が対象  将来は全学部へ拡大予定

×

主な記事
安
酸
敏
眞
学
長 

卒
業
生
・
修
了
生
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉 

２
面 

退
職
教
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ 

３
面

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑫ 

人
文
学
部 

仲
丸
英
起
准
教
授 

４
面 

工
学
部
・
藤
原
英
樹
教
授 

北
大
研
究
グ
ル
ー
プ
と
新
技
術
開
発 

５
面

学
園
人
脈
記 

第
11
回　
　
　

  　
　

 

新
田
和
代
氏 

６
面

生
命
工
学
科 

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ロ
ゼ
と
赤
ワ
イ
ン
２
種
類
完
成 

７
面

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
各
学
年
の
皆
さ
ん
へ 

８
面 

株
式
会
社
ケ
ン
ズ
プ
ロ 

代
表
取
締
役

モ
ン
ゴ
ル
文
学 

特
集
号 

第
３
号

芝
山
豊
・
岡
田
和
行
・
テ
レ
ン
グ
ト 

ア
イ
ト
ル︵
人
文
学
部
教
授
︶・
満
全 

編
著

２
０
１
７
年
６
月
に
本
学
人
文
学
部
と
共
催
し
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
モ
ン
ゴ
ル
文
学
の
中
の
日
本
」
で
の

発
表
論
文
４
本
を
中
心
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
国
、

ブ
リ
ヤ
ー
ト
、
日
本
か
ら
の
新
た
な
論
文
４
本
を
加
え

た
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
第
３
号
。

日本モンゴル文学会

 

定
価
（
本
体 

三
、五
〇
〇
円
＋
税
）

２
０
１
１
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
中
東
の
政
治
変
動
「
ア

ラ
ブ
の
春
」。
民
衆
に
よ
っ
て
次
々
に
長
期
独
裁
政
権
が

倒
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
後
の
国
づ
く
り
で
挫
折
し

た
。
中
東
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
の
あ
り
方
と
国

際
社
会
へ
の
影
響
を
考
え
る
。

ミネルヴァ書房

「
ア
ラ
ブ
の
春
」以
後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動

高
岡
豊
・
溝
渕
正
季 

編
著
／
岩
坂
将
充︵
法
学
部
准
教
授
︶他
共
著

刑
事
法
の
理
論
と
実
務
①

佐
伯
仁
志
・
高
橋
則
夫
・
只
木
誠
・
松
宮
孝
明 

編
／
瀬
川
行
太︵
法
学
部
准
教
授
︶他
共
著

 

定
価
（
本
体 

四
、二
〇
〇
円
＋
税
）

特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
き
裁
判
官
・
検
察
官
・
弁
護
士
各

分
野
の
実
務
家
と
研
究
者
の
諸
論
稿
を
掲
載
。「
論
争
刑

法
」、「
理
論
刑
法
学
の
最
先
端
」、「
海
外
の
動
向
」
な

ど
も
、
柱
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

成文堂

二
重
国
籍
と
日
本

国
籍
問
題
研
究
会 

編
／
館
田
晶
子︵
法
学
部
教
授
︶他
共
著

 

定
価
（
本
体 

八
二
〇
円
＋
税
）

国
際
結
婚
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
重
国

籍
は
身
近
な
も
の
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
弁
護
士
、
当

事
者
、
研
究
者
ら
が
、
日
本
の
国
籍
法
の
問
題
点
と
国

際
的
潮
流
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

ちくま新書

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
北
海
学

園
大
学
の
包
括
的
連
携
協
定
の

調
印
式
は
２
０
１
９
年
12
月
19

日
、
本
学
で
行
わ
れ
、
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ
の
大
見
英
明
理
事
長

と
本
学
・
安
酸
敏
眞
学
長
が
署

名
し
た
。
協
定
締
結
に
よ
っ
て

今
後
、
未
来
社
会
に
向
け
た
人

材
育
成
、
そ
し
て
持
続
可
能
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に
双
方

が
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
な
る
。

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
本
学
と

は
、
高
倉
新
一
郎
第
二
代

学
長
が
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
の
設
立
（
初
代
理
事

長
、
当
時
の
名
称
は
札
幌

市
民
生
協
）
に
深
く
関

わ
っ
て
お
り
、
ま
た
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
寄
附
講
座
に

よ
る
四
回
に
わ
た
る
講
義

（
２
０
０
７
～
10
年
）
を
実

施
す
る
な
ど
深
い
関
係
が

あ
る
。

　

コ

ー

プ

さ
っ
ぽ
ろ
は
、

２
０
１
５
年
９

月
に
国
連
で
採

択
さ
れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な

開
発
目
標
）

の
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を

強
め
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
、
地
球
環
境

を
守
り
な
が
ら
全
て

の
人
々
が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き

ら
れ
る
社
会
、
豊
か
な
暮
ら
し

を
営
む
こ
と
の
で
き
る
経
済
を

２
０
３
０
年
に
実
現
し
よ
う
と

の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
本
学
に
よ
る

そ
の
具
体
化
の
第
一
歩
が
、

協
定
の
締
結
と
も
い
え
る
。

　

協
定
の
締
結
を
受
け
、

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
活
動
を
始
め
と
し
た
事
業

へ
の
学
生
参
加
だ
け
で
は
な

く
、
大
学
の
講
義
に
も
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
関
わ
る
な

ど
、
一
層
の
関
係
強
化
の
方

向
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

早
速
、
２
０
２
０
年
度
か

ら
、
学
生
た
ち
が
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ
の
事
業
体
験
が
で

き
る
よ
う
準
備
を
す
す
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
の
地
域
貢
献
活
動
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
全

学
部
学
生
を
対
象
と
し
た
科
目

「
社
会
科
学
特
別
講
義
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
協
同
組
合
）」
が
１
学
期
に

開
講
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
×
北
海
学
園
大
学

包
括
連
携
協
定 

締
結

　

釧
路
町
×
北
海
学
園
大
学

包
括
連
携
協
定 

締
結

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
長
期
留
学
し

両
方
の
大
学
を
卒
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

ド
イ
ツ
地
方
財
政
調
整
制
度
の
歴
史
と
特
質

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
民
法

横
山
純
一︵
法
学
部
教
授
︶
著

松
久
三
四
彦
︵
法
務
研
究
科
教
授
︶・
遠
山
純
弘
・
林
誠
司 

共
著

G
uidance 

for C
ivil Law

 

定
価
（
本
体 

四
、四
〇
〇
円
＋
税
）

 

定
価
（
本
体 

二
、五
〇
〇
円
＋
税
）

ド
イ
ツ
の
市
町
村
財
政
の
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、
第
２
帝

政
期
と
ワ
イ
マ
ー
ル
期
、
ナ
チ
ス
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ

の
地
方
財
政
調
整
制
度
を
分
析
。
そ
の
特
質
を
明
ら
か

に
し
、
日
本
の
地
方
交
付
税
制
度
へ
の
示
唆
を
与
え
る
。

社
会
人
・
大
学
の
法
学
部
で
民
法
入
門
や
法
学
入
門
の

講
義
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、
多
く
の

漢
字
に
フ
リ
ガ
ナ
を
つ
け
、
優
し
い
言
葉
で
解
説
。
民

法
の
全
体
像
を
効
率
的
に
理
解
で
き
る
テ
キ
ス
ト
。

同文舘出版 有斐閣

SDGs 取り組みへの第一歩

釧路町・小松茂町長（右）と安酸学長

コープさっぽろ・大見英明理事長（左）と安酸学長

左から、経済学部・早尻正宏准教授、釧路町・小松茂町長、経済
学部・濱田武士教授、開発研究所長・西村宣彦経済学部教授

第
２
帝
政
期
，ワ
イ
マ
ー
ル
期
，ナ
チ
ス
期
の

邦
国（
州
）│
市
町
村
間
に
お
け
る
展
開
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本
学
と
星
槎
大
学
（
通
信
制
大
学
）

は
昨
年
11
月
１
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

伝
統
と
教
学
理
念
を
尊
重
し
つ
つ
互
恵

平
等
の
立
場
で
、
星
槎
大
学
共
生
科
学

部
通
信
制
課
程
へ
の
推
薦
お
よ
び
受
入

れ
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
、
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ

り
、
本
学
の
学
生
で
あ
れ
ば
、
通
常
の

科
目
等
履
修
生
と
し
て
受
講
す
る
よ
り

も
安
価
な
費
用
で
小
学
校
・
特
別
支
援

学
校
の
教
員
免
許
を
通
信
教
育
課
程
で

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
小
学
校
・
特
別
支
援
学
校
教
員

免
許
の
取
得
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
学

内
説
明
会
（
７
月
実
施
予
定
）
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

［
星
槎
大
学
の
概
要
］
２
０
０
４
年
開

学
。
共
生
科
学
部
共
生
科
学
科
（
１
学

部
１
学
科
）、
通
信
制
の
み
の
課
程
。

本
校
は
神
奈
川
県
箱
根
町
。
学
生
は
全

国
に
約
６
０
０
０
人
、
平
均
年
齢
36
歳
。

学
費
は
履
修
登
録
し
た
分
だ
け
。
在
籍

年
限
が
な
い
。

　

本
学
法
学
部
は
北
海
道
大
学
法
科
大
学
院
と
法
曹

養
成
連
携
協
定
を
締
結
し
、
法
曹
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
貫
的
に
接
続
す
る
体
系

的
な
教
育
課
程
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
法
曹
志
望
者

や
法
律
の
学
修
に
関
心
を
有
す
る
学
生
に
対
し
て
学

部
段
階
か
ら
よ
り
効
果
的
な
教
育
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
２
０
１
９
年
以
降
に
入
学
し
た
、
法
学
部

法
律
学
科
に
所
属
す
る
学
生
で
す
（
法
学
部
は
２
年

進
級
時
に
学
科
選
択
）。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
学
生
は
、
３
年
間
で
北
海
学
園
大
学

を
早
期
卒
業
し
、
さ
ら
に
北
海
道
大
学
法
科
大
学
院

へ
の
論
文
式
試
験
は
課
さ
れ
な
い
入
学
試
験
の
受
験

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
文
部
科
学
省
が
他
に
先
ん
じ
て
法
曹
養
成
制

度
の
導
入
を
認
定
し
た
の
は
、
５
法
科
大
学
院
（
北

海
道
大
学
大
学
院
・
京
都
大
学
大
学
院
・
大
阪
市
立

大
学
大
学
院
・
上
智
大
学
大
学
院
・
関
西
大
学
大
学

院
）
と
６
法
学
部
（
北
海
学
園
大
学
法
学
部
・
北
海

道
大
学
法
学
部
・
京
都
大
学
法
学
部
・
大
阪
市
立
大

学
法
学
部
・
上
智
大
学
法
学
部
・
関
西
大
学
法
学
部
）

で
す
が
、
異
な
る
大
学
間
で
の
協
定
と
し
て
は
北
大

と
本
学
間
の
協
定
が
全
国
初
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

北大法科大学院と本学法学部が協定
法学部法曹養成プログラム開設

 工学部教授　熊
く ま

坂
さ か

　亮
りょう

映画で学ぶ、スイスのことば
─ “Heidi”（『ハイジ アルプスの物語』）の場合─

　まず一通り観終えたら、私の「補習」は始まります。
＊

　映画の冒頭。ハイジを連れる叔母デーテ。「アルムお
んじ」のもとへの道中。
　Heidi, komm! 「ハイジ　いらっしゃい」
　おや、標準ドイツ語の komm［コム］のように聞こえ
たぞ。言語は全編、方言ではなく標準ドイツ語？ でも後のシーンでは方言だ。序盤の舞台
はスイス東部のマイエンフェルト。グラウビュンデン州の町。スイスの大部分の方言では、こ
の kommの最初は kではなく chとなる。標準ドイツ語にもある音で、口の奥でかすらせるよ
うな音と言えばわかりやすい（が、カタカナでは表現し難い）軟口蓋摩擦音。たとえばチュー
リヒ方言ならば Chumm!（choo「来る」の命令形）
　ところがマイエンフェルトの方言、現れているのは標準ドイツ語のような k。スイス北西部
に位置するバーゼル周辺の地域に独特の現象とばかり思っていたのだのが。
　もう少し観ていくと、Groosskind「孫」、Peter, i ka bliibe!「ペーター　どこにも行かないわ！」

（i「私は」ka「してよい」bliibe「とどまる」）などの言葉が聞こえてくる。方言地図を見て
みよう。ああ、マイエンフェルト近辺もその数少ない例だったのか。
　この場面のすぐ後に。挨拶してきた一人の村人。―「こんにちは」
　「ウンディ」？「フンディ」？ そのように聞こえてきたが…。「こんにちは」の挨拶は、標準
ドイツ語なら Guten Tag!［グーテン　ターク］。方言ならばそれぞれの発音で。グラウビュン
デンは Guete Tag!［グエッテ　ターク］や Guata Tag!［グアッタ　ターク］。ドイツ語圏スイス
の東半分では Grüezi!［グリュエツィ］も使われる。ちなみに西では Grüessech!［グリュエセッ
ハ］。
　方言地図を見てみると、ドイツ語固有のものではなさそうだ。そういえば終盤でペーター
が、Grazcha!［グラーツチャ］と言っていた。ロマンシュ語の「ありがとう」だ。系統的にはイ
タリア語に近く、スイスの４つの「国語」の一つ。ロマンシュ語の中心地はグラウビュンデン
州。州の公用語にもなっている。あ、ロマンシュ語の「こんにちは」、Bun di!［ブン　ディ］じゃ
ないか（気付くのが遅い…）。ロマンシュ語の挨拶はたしかに他にも出てきたな。「ようこそ」
Allegra!［アレグラ］、「さようなら」Adia! ［アディア］。

＊
　「ハイジからの課題」は他にもたくさんあったのですが、紙面の都合で今回は（？）ここまで。
スイス（のドイツ語）映画、こんなふうに楽しんでいます。
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浦う
ら

野の

　
研け

ん

　

最
初
に
意
識
を
し

た
の
は
、
５
年
前
に

学
生
の
引
率
で
カ
ナ

ダ
に
滞
在
し
て
い
た

と
き
だ
っ
た
。

　

当
時
は
ま
だ
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
」
と
い
う
言
葉
自
体
は

使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
現

金
を
使
う
機
会
が
と
て
も
少
な

か
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
店
で
１
ド
ル
２
ド
ル
と
い
っ

た
少
額
の
買
い
物
を
す
る
と
き

に
も
、
住
民
の
大
半
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
使
っ
て
決
済
し
て
い
て
、
現

金
で
支
払
っ
て
お
釣
り
の
や
り

取
り
を
す
る
と
余
計
に
手
間
が

か
か
っ
た
。
飲
食
店
で
店
員
に

渡
す
チ
ッ
プ
も
、
カ
ー
ド
支
払

い
時
に
伝
票
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
て
引
き
落
と
す
の
が
当
た

り
前
だ
っ
た
。
現
金
が
必
要
な

の
は
自
動
販
売
機
と
ホ
テ
ル
の

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
ぐ
ら
い
で
、

他
は
ほ
ぼ
す
べ
て
カ
ー
ド
決
済

で
対
応
で
き
た
。

　

そ
ん
な
私
も
今
で
は
毎
日
の

よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
利
用
し
て
い
る
。
常
に
持
ち

歩
い
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
電
子
マ
ネ
ー
に
対
応
し
て
い

る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
や
公
共
交

通
機
関
の
運
賃
支
払
い
の
た
め

に
財
布
を
取
り
出
す
こ
と
が
な

く
な
っ
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を

下
ろ
す
回
数
も
だ
い
ぶ
少
な
く

な
っ
た
。

　

現
在
一
番
よ
く
使
っ
て
い
る

の
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
非
接
触
決
済
で
、
支
払
い

時
に
端
末
に
さ
っ
と
か
ざ
せ
ば

そ
れ
こ
そ
一
瞬
で
支
払
い
が
完

了
す
る
。
小
銭
を
数
え
る
手
間

も
な
け
れ
ば
財
布
を
出
し
入
れ

す
る
必
要
も
な
い
た
め
、
こ
の

快
適
さ
に
す
っ
か
り
馴
染
ん
で

し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

利
用
し
た
「
コ
ー
ド
決
済
」
は

ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
表

示
し
て
店
側
に
読
み
込
ん
で
も

ら
う
か
、
逆
に
店
の
コ
ー
ド
を

自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読

み
込
む
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
通

信
し
て
決
済
が
完
了
す

る
ま
で
の
微
妙
な
間
に

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
。

通
信
に
時
間
が
か
か
っ

た
り
す
れ
ば
さ
ら
に
イ
ラ
イ
ラ

し
て
、
ど
う
し
て
も
使
う
気
に

は
な
れ
な
い
。

　

５
Ｇ
と
い
う
新
し
い
通
信
シ

ス
テ
ム
が
普
及
す
れ
ば
、
こ
の

微
妙
な
間
も
無
視
で
き
る
ほ
ど

手
軽
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
コ
ー

ド
を
（
光
学
的
に
）
ス
キ
ャ
ン

す
る
と
い
う
手
間
は
な
く
な
ら

な
い
の
で
、
や
は
り
使
う
気
に

は
な
れ
な
い
ま
ま
だ
ろ
う
か
。

トピックストピックス
5858

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
こ
と

星槎大学と北海学園大学が協定
小学校教員免許・特別支援学校教員免許

通信教育課程で取得可能に

 　
教
育
振
興
会
で
は
、
昨
年
度

に
つ
づ
き
今
年
度
も
多
く
の
皆

様
か
ら
、
留
学
生
へ
の
支
援
を

目
的
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
在
籍
す
る
留
学

生
か
ら
４
名
を
厳
正
に
選
考
し
、

令
和
元
年
12
月
16
日
に
学
長（
教

育
振
興
会
会
長
）
よ
り
１
人
当

た
り
10
万
円
の
奨
学
金
（
奨
学

金
Ｃ
）
を
支
給
し
ま
し
た
。

■
　

■
　

■

 

▼
奨
学
金
受
給
者 

経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
２
年

  

梁  

素
嘉
（
リ
ョ
ウ 

ソ
カ
）
さ
ん

文
学
研
究
科
修
士
課
程
２
年

  

孔  

継
金
（
コ
ウ 

ケ
イ
キ
ン
）
さ
ん

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
２
年

  

林  

浩
陽
（
リ
ン 

コ
ウ
ヨ
ウ
）
さ
ん

工
学
部
生
命
工
学
科
３
年

  

郭  

宗
明
（
グ
オ 

ゾ
ン
ミ
ン
）
さ
ん

  

教
育
振
興
会 

　

１
月
18
日
、
19
日
に
行
わ
れ

た
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
入
試
Ⅰ
期
、
２
月
９
日
か
ら

12
日
ま
で
の
４
日
間
行
わ
れ
た

一
般
入
試
に
加
え
、
併
設
校

推
薦
入
試
（
北
海
高
校
・
北

海
学
園
札
幌
高
校
）
の
合
格

発
表
が
、
２
月
23
日
（
日
）

の
午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
合
格
発
表
は
校

舎
内
で
行
う
よ
う
変
更
し

た
た
め
、
昨
年
ま
で
と
違
う

雰
囲
気
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
一
般
入
試
と
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
Ⅰ
期

の
志
願
、
合
格
状
況
は
表
の
と

お
り
で
す
。

　

一
般
入
試
の
志
願
者
数
は
、

昨
年
と
比
較
し
て
１
部
（
昼
間

部
）
全
体
で
は
５
６
０
名
増
（
約

１
１
５
％
）、
２
部
（
夜
間
部
）

全
体
で
は
２
５
８
名
増
（
約

１
５
３
％
）。
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
試
Ⅰ
期
は
、

１
部
（
昼
間
部
）
が
51
名
減
（
約

98
％
）、
２
部
（
夜
間
部　

Ⅰ
期

は
人
文
学
部
の
み
利
用
）
が
15

名
増
（
約
１
２
２
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
入
試
か
ら
み
ら

れ
る
、
定
員
厳
格
化
に
と

も
な
い
合
格
者
数
を
抑
制

す
る
大
学
が
多
い
こ
と
に

よ
る
受
験
生
の
「
安
全
志

向
」
が
続
い
て
い
る
こ
と
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

が
来
年
度
か
ら
共
通
テ
ス

ト
に
変
わ
る
こ
と
で
、
受

験
対
策
が
立
て
や
す
い
現
在
の

セ
ン
タ
ー
試
験
の
う
ち
に
大
学

入
学
を
決
め
た
い
と
考
え
る
受

験
生
が
多
か
っ
た
た
め
志
願
者

が
増
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

経済

学部部

経営

経営 経　　営

経　　済 1,429

567
441

855

246
277
113
158
182
114
4,382

235
188
218

65
36
742
5,124

336

298
276

298

181

47

83
36

260
116
150
208
191
2,314

ー
ー
ー

2,397

532

265
236

387

160

38

728
53

191
173
188
253
220
2,605

211
92
334

3,333
3,333

学科 合格者数センター利用入試一般入試

※経済学部・法学部は学部単位での募集です。
※２部合格者数は第 2志望合格を含みます。

　志願者数

地域経済

経済 経　　済
地域経済

経　　営
経営情報

法 法　　律
政　　治

人文

工

日本文化
英米文化

法 法　　律
政　　治

人文 日本文化
英米文化

社会環境工
建　　築
電子情報工
生 命 工

1部合計

2部合計
1･2 部合計

7,521総合計

１
部

２
部

2020年度  一般入試・
センター試験利用入試（Ⅱ期を除く）入試状況 （人）

令
和
２
年
度

入
試
状
況

志願者増加

　

皆
さ
ま
、
ご
卒
業
な
ら
び
に
大
学
院
修

了
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
般
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
拡
大
ゆ
え

に
、
３
月
20
日
に
予
定
し
て
い
た
式
典

を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
痛
恨
の
極
み

で
す
が
、
何
卒
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
は
、
本

学
に
と
っ
て
創
基
70
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
に
あ
た

り
ま
す
。
70
年

に
及
ぶ
本
学
の

基
礎
を
築
か
れ

た
の
は
、
上
原

轍
三
郎
初
代
学
長
で
す
。
上
原
先
生
は

１
９
５
４
年
３
月
７
日
、
第
１
期
卒
業
生

た
ち
に
向
け
て
こ
う
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

そ
こ
で
私
の
諸
君
に
望
む
第
一
の

こ
と
は
、
諸
君
は
大
学
卒
業
生
で
あ

る
と
云
う
襟
度
を
堅
持
し
誠
心
誠
意

を
以
て
其
の
職
に
つ
と
め
、
本
学
に

於
て
修
得
し
た
知
識
と
教
養
と
を
基

礎
と
し
て
、
よ
り
高
き
見
識
と
、
よ

り
高
き
人
格
と
を
、
各
自
の
職
場
に

顕
現
し
、
新
し
き
建
設
を
し
て
行
く

と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
大
学
は

最
高
の
学
府
で
あ
っ
て
、
其
の
卒
業

生
は
、
一
般
の
水
準
以
上
の
学
識
と

教
養
と
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
之

れ
あ
っ
て
始
め
て
大
学
卒
業
生
た
る

の
誇
り
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。

　　
「
襟き

ん

度ど

」
と
い
う
言
葉
は
、「
人
を
容
れ

る
度
量
。
心
の
広
さ
」を
意
味
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
わ
た
し
の
世
代
に
と
っ
て
す
ら

死
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
卒
業
生
が

「
一
般
の
水
準
以
上
の
学
識
と
教
養
を
有

す
る
も
の
」
で
あ
る
と
の
認
識
も
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
化
の
時
代
の
わ
れ
わ
れ
に
は
、

ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
（
時
代
錯
誤
）
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
本
学
を
巣
立
つ
皆
さ

ん
に
、
わ
た
し
も
同
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
北
海
学
園
大
学
の
卒
業
生

で
あ
る
と
い
う
矜

き
ょ
う

持じ

を
も
っ
て
、
広
く

社
会
の
な
か
で
ご
活
躍
下
さ
い
。「
矜

持
」
と
は
自
分
の
能
力
を
信
じ
て
い
だ
く

誇
り
・
自
負
・
プ
ラ
イ
ド
の
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
は
鼻
持
ち
な
ら
ぬ
エ
リ
ー
ト

意
識
と
は
別
物

で
す
。
欧
米
社

会
に
は
「
ノ
ー

ブ
レ
ス
・
オ

ブ
リ
ー
ジ
ュ
」

（noblesse oblige

）
と
い
う
観
念

が
あ
り
ま
す
。
身
分
の
高
い
者
つ
ま
り
エ

リ
ー
ト
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
社
会
的
責
任

と
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
道
徳
観
で
す
。
高
い
地
位
に
は
道

徳
的
・
精
神
的
義
務
が
伴
う
の
で
す
。
皆

さ
ん
に
は
、
本
学
の
卒
業
生
と
し
て
、
是

非
と
も
矜
持
を
も
っ
た
人
間
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

学
長  

安
酸
敏
眞 

卒
業
生
・
修
了
生
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉
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退
職
教
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

工
学
部
土
木
工
学
科
・
社
会
環
境
工
学
科

に
合
計
18
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
前
は
公
務
員
を
28
年
間
経
験
し
、
２
つ
の

か
な
り
違
っ
た
環
境
で
人
生
を
送
れ
た
こ
と

は
大
変
幸
運
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

の
在
籍
し
た
学
科
は
、
い
わ
ゆ
る
入
学
時
の

偏
差
値
は
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
道
内
主

要
官
庁
へ
の
就
職
や
技
術
士
の
合
格
者
な
ど

他
の
道
内
国
立
大
学
に
引
け
を
取
り
ま
せ
ん

し
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
の
業
務
を
通
じ
て

聞
く
民
間
の
評
価
も
高
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
北
海
道
内
に
卒
業
生
の
多
く
が
留
ま
る

学
生
達
の
今
後
の
活
躍
に
期
待

こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
は
他
の
学
部
学
科
に
も

通
ず
る
こ
と
で
す
が
、
北
海
道
内
の
官
公
庁

や
民
間
企
業
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
存
在

で
す
。
在
学
生
、
卒
業
生
の
皆
様
に
は
北
海

学
園
大
学
卒
の
誇
り
を
持
っ
て
、
今
後
ま
す

ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
49
年
北
海
道
大
学
工
学
部
土

木
工
学
科
卒
業
、
平
成
12
年
工
学
博
士
（
北

海
道
大
学
）、
昭
和
49
年
北
海
道
開
発
局
、

平
成
14
年
本
学
工
学
部
教
授
（
河
川
工
学
な

ど
担
当
）、
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
（
土
木
工
学
特
別
研
究
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：
単
著
「
ル
ー

プ
を
伴
う
水
位
流
量
曲
線
と
粗
度
の
検
討
」、

単
著
「
Ａ
Ｉ
Ｃ
を
用
い
た
折
れ
線
に
よ
る

水
位
流
量
曲
線
の
自
動
最
適
化
に
関
す
る
研

究
」、
共
著
「
将
来
水
文
確
率
値
の
簡
易
推

定
法
に
つ
い
て
」

工学部教授

許
きょ

士
し

 達
たつ

広
ひろ

　

38
年
間
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
半
分
以

上
を
過
ご
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
す
。
着
任

早
々
の
頃
の
卒
業
生
も
60
歳
近
く
に
な
り
、

ま
た
、
親
子
二
代
に
渡
っ
て
教
え
た
卒
業
生

も
い
ま
す
。
北
海
道
内
の
数
多
く
の
上
下
水

道
事
業
を
本
学
科
の
卒
業
生
が
支
え
て
い
ま

す
。
衛
生
工
学
分
野
の
初
め
て
の
専
任
教
員

で
し
た
の
で
、
全
く
の
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
何
と
か
基
盤
を
作
る
こ
と
が

ゼ
ロ
か
ら
の
基
盤
作
り

で
き
ま
し
た
。
長
年
支
え
て
い
た
だ
い
た
教

職
員
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
略
歴
】
昭
和
51
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
衛
生
工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
、

昭
和
51
年
北
海
道
大
学
工
学
部
助
手
、
昭
和

57
年
本
学
工
学
部
講
師
、
昭
和
58
年
助
教

授
、
平
成
２
年
教
授
（
水
環
境
工
学
Ⅰ
・
Ⅱ

な
ど
担
当
）、
平
成
６
年
大
学
院
工
学
研
究

科
修
士
課
程
担
当
（
社
会
環
境
工
学
特
論
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平
成
15
年

～
18
年
工
学
部
長
兼
任

【
主
な
著
書
・
論
文
】
共
著
『
水
辺
の
す
こ

や
か
さ
指
標
〝
み
ず
し
る
べ
〟』、『
北
海
道

の
水
環
境
』、
論
文
「
窒
素
安
定
同
位
体
比

に
よ
る
美
々
川
の
硝
酸
窒
素
汚
染
に
関
す
る

研
究
」

工学部教授

余
よ

湖
ご

 典
のり

昭
あき

　

平
成
５
年
の
人
文
学
部
開
設
に
際
し
、
当

時
「
留
学
生
10
万
人
計
画
」
が
進
む
中
、
本

学
に
も
留
学
生
受
入
れ
と
日
本
語
教
員
養
成

を
推
進
す
る
「
要
請
」
が
文
部
省
か
ら
あ
り
、

そ
の
関
係
で
故
山
根
對
助
教
授
か
ら
お
声
が

か
か
り
ま
し
た
。
平
成
４
年
に
本
学
に
赴
任
、

以
来
、
28
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
留

学
生
受
入
れ
は
細
々
な
が
ら
続
け
、
日
本
語

教
員
養
成
は
人
文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
位

置
付
け
、
１
９
９
８
年
に
は
「
課
程
」
を
設

置
し
、
20
年
余
り
日
本
語
教
師
を
世
界
に
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
国
内
、
海
外
の

大
学
、
教
育
機
関
で
教
員
や
教
員
養
成
に
関

わ
る
卒
業
生
も
多
く
、そ
の
活
躍
ぶ
り
は
『
日

本
語
教
員
養
成
課
程
報
告
書
』
第
１
号
か
ら

第
６
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
文
学
部

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
国
際
社
会
に
貢
献
し
得

る
有
為
な
人
材
を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

【
略
歴
】
平
成
元
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
育
学

研
究
所
応
用
言
語
学
科
修
士
課
程
修
了
（
教

育
学
修
士
）、
昭
和
54
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

Technical Training Centre 

日
本
語

専
任
講
師
、
昭
和
57
年
東
京
国
際
綜
合
学

園
付
属
日
本
語
学
校
主
任
講
師
（
日
本
語

教
育
・
教
師
養
成
）、
昭
和
63
年
ロ
ン
ド
ン

大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
所
（SOAS

）
兼

任
講
師
、Ealing College of Higher 

Education 

日
本
語
主
任
講
師
、
平
成
４
年

本
学
教
養
部
教
授
、
平
成
５
年
人
文
学
部
教

授
（
日
本
語
教
授
法
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平

成
８
年
図
書
館
長
、
平
成
13
年
大
学
院
文
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
、平
成
26
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
日
本
言
語
・
思
想
文
化
論

文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
対
象
言
語
別

日
本
語
教
授
法–

英
語
編–

』、
論
文
：「
日
本

語
教
員
養
成
の
現
在
と
今
後
の
可
能
性
」、「
日

本
人
学
生
と
留
学
生
の
異
文
化
交
流–

異
文
化

接
触
、
協
働
的
活
動
を
通
し
た
大
学
教
育
へ

の
適
応
と
意
識
変
容
」、「
日
本
語
学
習
書
に

見
る
欧
米
人
の
言
語
観–

19
世
紀
後
半
～
20

世
紀
前
半
期
の
文
典 

語
学
書
を
中
心
に–

」

人文学部教授

中
なか

川
がわ

 かず子
こ

　

平
成
２
年
か
ら
本
学
に
非
常
勤
で
勤
務

し
、
平
成
18
年
に
専
任
教
員
と
し
て
赴
任

し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

恵
ま
れ
、
ま
た
、
同
僚
の
先
生
方
や
事
務

の
皆
様
に
助
け
ら
れ
て
無
事
停
年
を
迎
え

　

停
年
退
職
に
あ
た
り
、
旧
タ
イ
プ
の
教
員

が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
す
る
の
を
お
許

し
頂
い
た
、
諸
先
輩
、
同
僚
の
皆
さ
ま
に
、

感
謝
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
よ

り
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
大
学
院
生
た
ち

と
の
交
流
で
あ
っ
た
。
数
え
て
み
る
と
、
博

士
５
人
・
修
士
10
人
が
在
籍
し
た
ゼ
ミ
で
、

１
人
の
落
ち
こ
ぼ
れ
も
な
く
、
全
員
が
学
位

本
学
に
思
い
を
は
せ
て

北
海
学
園
の
皆
さ
ん
有
り
難
う

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
教
員

生
活
を
お
く
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
常
勤

と
し
て
は
３
つ
の
大
学
を
経
験
し
ま
し
た

が
、
学
内
外
か
ら
本
学
を
見
て
感
じ
た
こ

と
は
、
伝
統
校
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
も
の

を
守
り
な
が
ら
慎
重
さ
の
中
に
も
、
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学
風
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。
今
後
と
も
、
大
学
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
に
対
応
し
て
、
本
学
が

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

を
取
得
し
た
。
他
ゼ
ミ
の
人
も
含
め
て
、
毎

夜
遅
く
ま
で
議
論
し
た
日
々
が
懐
か
し
い
。

人
生
の
肥
や
し
と
な
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
毎
夜

９
時
ま
で
の
授
業
で
、
家
族
に
は
負
担
を
か

け
た
。
毎
日
の
よ
う
に
２
つ
弁
当
を
作
っ
て

送
り
出
し
て
く
れ
た
妻
に
も
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、最
後
に
、ゼ
ミ
に
来
て

熱
心
に
議
論
し
て
く
れ
た
学
部
学
生
た
ち
に

も
有
り
難
う
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
い
。

【
略
歴
】
昭
和
54
年
大
阪
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
経
営
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
、
昭
和
54
年
富
山
大
学
助
手
、

講
師
、
昭
和
57
年
同
助
教
授
、
平
成
２
年

同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
企
業
経
営
専
攻

（
人
事
戦
略
特
殊
研
究
担
当
）、
平
成
６
年
英

【
略
歴
】
昭
和
55
年
北
海
道
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
満
期
退
学
、
昭
和
55
年
北
海
道

大
学
文
部
教
官
助
手
、
昭
和
55
年
弘
前
大

学
講
師
、
昭
和
58
年
同
助
教
授
、
平
成
元

年
札
幌
大
学
助
教
授
、
平
成
３
年
同
教
授
、

平
成
18
年
本
学
経
営
学
部
教
授
（
流
通
シ

ス
テ
ム
な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
営
学
研
究

科
修
士
課
程
担
当
、
博
士
（
後
期
）
課
程

担
当
（
流
通
シ
ス
テ
ム
論
特
殊
研
究
な
ど

担
当
）、
平
成
27
年
経
営
学
研
究
科
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
流
通
シ
ス

テ
ム
と
小
売
経
営 

改
訂
版
』、
論
文
：「
流

通
に
お
け
る
延
期
的
シ
ス
テ
ム
の
展
開
と

類
型
化
に
向
け
て
の
試
論
」、「
北
海
道
商

業
の
四
半
世
紀
」

国
暁
星
国
際
大
学
上
級
講
師
（
人
事
管
理
・

生
産
管
理
担
当
）、
平
成
７
年
同
教
授
、
平

成
10
年
九
州
国
際
大
学
教
授
（
労
務
管
理

担
当
）、
平
成
13
年
同
大
学
院
企
業
政
策
研

究
科
企
業
政
策
専
攻
（
人
事
戦
略
研
究
・
企

業
政
策
演
習
担
当
）、
平
成
15
年
京
都
大
学

博
士
（
経
済
学
）、
平
成
17
年
本
学
経
営
学

部
教
授
（
経
営
学
原
理
な
ど
担
当
）、
大
学

院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、博
士（
後

期
）
課
程
担
当
（
経
営
学
原
理
特
殊
研
究
な

ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
現
代
日
本
企

業
の
人
事
戦
略
』、『
企
業
ス
ポ
ー
ツ
の
栄
光

と
挫
折
』、
共
著
：『
会
社
神
話
の
経
営
人
類

学
』

経営学部教授

佐
さ

藤
とう

 芳
よし

彰
あき

経営学部教授

澤
さわ

野
の

 雅
まさ

彦
ひこ

　

１
９
９
９
年
４
月
に
本
学
に
着
任
し
ま
し

た
の
で
、
21
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
１
・
２
部
お
よ
び

大
学
院
の
授
業
を
続
け
る
の
は
正
直
、
体
に

堪
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

真
摯
に
勉
学
に
取
り
組
む
学
生
・
院
生
諸
君

に
支
え
ら
れ
、
何
と
か
全
う
す
る
こ
と
が
で

本
学
に
思
い
を
は
せ
て

き
た
よ
う
で
す
。
本
学
の
学
生
は
真
面
目
で

大
人
し
い
、
し
か
し
物
足
り
な
い
と
い
う
の

が
着
任
時
の
印
象
で
し
た
が
、
そ
の
傾
向
は

年
々
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
た

だ
、
講
義
・
演
習
な
ど
で
の
様
子
と
は
異
な

り
、
社
会
に
出
て
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い

る
卒
業
生
を
見
る
と
、
別
の
一
面
を
見
せ
ら

れ
安
堵
と
と
も
に
希
望
が
湧
い
て
き
ま
す
。

そ
う
し
た
学
生
を
今
後
も
育
成
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
本
学
が
益
々
発
展
し
て
い
き
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
、
平
成
８
年
博
士
（
文
学
）（
北
海

道
大
学
）、
昭
和
55
年
北
海
道
大
学
文
学
部

助
手
、
昭
和
60
年
北
海
道
教
育
大
学
釧
路

分
校
助
手
、
昭
和
61
年
同
講
師
、
平
成
元

年
同
助
教
授
、
平
成
10
年
同
釧
路
校
教
授
、

平
成
11
年
本
学
人
文
学
部
教
授
（
日
本
史

概
論
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
文
学
研
究
科

教
授
修
士
課
程
担
当
、
平
成
13
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論

文
指
導
特
殊
演
習
な
ど
担
当
）、
平
成
19
年

人
文
学
部
長
、
平
成
24
年
文
学
研
究
科
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
中
世
説
話
の

宗
教
世
界
』、『
中
世
南
都
仏
教
の
展
開
』、『
中

世
南
都
の
僧
侶
と
寺
院
』

人文学部教授

追
おい

塩
しお

 千
ち

尋
ひろ

　

平
成
５
年
の
人
文
学
部
創
設
時
に
着
任

し
て
以
来
、
27
年
が
経
ち
ま
し
た
。
縁
あ
っ

て
学
部
発
足
当
初
か
ら
関
わ
れ
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　

日
本
文
化
学
科
の
特
色
の
一
つ
に
、「
日

本
語
教
育
」
の
教
育
能
力
育
成
と
い
う
こ

と
が
あ
り
、そ
の
一
端
を
担
う
「
日
本
語
学
」

人
文
学
部
創
設
と
と
も
に

担
当
と
い
う
こ
と
で
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

国
語
の
教
員
免
許
の
必
修
科
目
で
も
あ
り

ま
す
。
実
際
に
「
日
本
語
教
員
養
成
課
程
」

が
開
設
さ
れ
た
の
は
平
成
12
年
に
な
っ
て

か
ら
で
す
が
、
こ
の
間
、
主
に
将
来
日
本

語
教
育
や
国
語
教
育
を
担
う
学
生
を
念
頭

に
、「
現
代
日
本
語
」
の
授
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

日
本
語
教
師
、
国
語
教
師
、
社
内
研
修

講
師
と
し
て
、「
日
本
語
」
を
活
か
し
た
仕

事
に
つ
い
て
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
が
出

て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
57
年
北
海
道
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
、
昭
和
57
年
国
立
旭
川
工
業
高
等

専
門
学
校
講
師
、
昭
和
58
年
同
助
教
授
、

平
成
５
年
本
学
人
文
学
部
教
授
（
日
本
語

学
概
論
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平
成
18
年
大

学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成

28
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
日
本
言
語
・

思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ａ
な
ど

担
当
）、
平
成
29
年
文
学
研
究
科
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
徳
島
県
か

ら
の
移
住
者
の
こ
と
ば
―
本
別
町
の
場
合

―
』、
共
著
：『
日
本
の
危
機
言
語　

言
語
・

方
言
の
多
様
性
と
独
自
性
』、『
北
海
道
方

言
は
今
―
形
容
詞
語
彙
４
０
語
の
意
味
・

用
法
と
分
布
・
動
態
―
』

人文学部教授

菅
すが

 泰
やす

雄
お

　

人
生
を
変
え
る
出
会
い
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
大
学
は
そ
の
様
な
機
会
に
遭
遇
す
る

恵
ま
れ
た
環
境
と
云
え
ま
す
。
様
々
な
個

性
、
価
値
観
を
持
っ
た
教
職
員
、
学
生
仲

間
が
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
人
々
と
の
出
会

い
は
、
人
生
の
よ
り
良
い
指
針
を
授
か
る

運
命
的
な
も
の
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
尊
敬
し
て
い
た
恩
師
か
ら
の
あ
る

日
突
然
の
電
話
が
縁
で
大
学
に
戻
り
、
今

大
学
で
の
出
会
い
を
大
切
に

に
至
っ
て
い
ま
す
。
恩
師
か
ら
は
研
究
者

と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
垣
間
見
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
身
に
付

け
れ
た
か
は
心
許
な
い
で
す
が
、
卒
研
を

通
し
て
多
く
の
学
生
さ
ん
と
様
々
な
解
析

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
奮
闘
し
、
苦
労
と

悦
び
を
共
有
で
き
ま
し
た
。
在
職
34
年
間

に
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の
人
、
至
ら
ぬ

講
義
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
学
生
さ
ん
に

想
い
を
馳
せ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
噛
み
し

め
て
い
ま
す
。
北
海
学
園
大
学
の
益
々
の

発
展
と
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
出
会
い
を
大

切
に
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
52
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
建
築
構
造
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
、
平
成
７
年
博
士
（
工
学
）（
北
海
道
大

学
）、
昭
和
52
年
伊
藤
組
土
建
（
株
）、
昭

和
55
年
（
株
）
ハ
ガ
ネ
建
築
設
計
事
務
所
、

昭
和
56
年
北
海
道
大
学
工
学
部
助
手
、
昭

和
61
年
本
学
工
学
部
助
教
授
、
平
成
５
年

同
教
授
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
を
担
当
）、

平
成
７
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
（
建
築
構
造
解
析
特
論
な
ど
を
担
当
）、

平
成
17
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：
共
著
：

「Fragility curves of concrete 
bridges retrofitted by colum

n 
jacketing

」、
単

著
：「Seismic 

Damage Estimation of an Actual 
Reinforced Concrete Structure 
Using Subset M

CM
C

」

工学部教授

串
くし

山
やま

 繁
しげる

　

北
海
学
園
大
学
に
奉
職
し
た
の
は
、
工
学

部
に
電
子
情
報
工
学
科
が
創
設
さ
れ
る
昭
和

62
年
の
１
月
１
日
で
し
た
。
そ
の
４
月
に

認
可
開
設
、
１
期
生
卒
業
と
同
時
に
工
学
研

究
科
修
士
課
程
を
創
設
、
博
士
課
程
は
修
士

課
程
１
期
生
卒
業
か
ら
、
２
年
遅
れ
て
の
開

設
で
し
た
。
工
学
部
長
の
時
に
は
、
生
命
工

学
科
創
設
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文

部
科
学
省
の
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推

進
事
業
等
の
15
年
間
に
わ
た
る
補
助
金
に

本
学
の
発
展
を
期
待
し
て

よ
っ
て
研
究
成
果
を
出
し
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
様
々
な
文
部
科
学
省
と
の
対
応
に
尽
力

い
た
だ
い
た
法
人
事
務
局
、
大
学
事
務
の

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
様

に
北
海
学
園
で
は
、
教
職
員
の
距
離
が
程
よ

く
保
た
れ
て
、
こ
れ
が
強
み
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
一
層
北
海
道
の
雄
た
る
本
学

の
益
々
の
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
情
報
工
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
、
昭
和
57
年
工
学
博
士
（
北
海
道

大
学
）、
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
工
学
部
助

手
、
本
学
教
養
部
非
常
勤
講
師
、
昭
和
59

年
フ
ラ
ン
ス
国
ボ
ル
ド
ー
第
１
大
学
Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｉ
研
究
所
に
て
文
部
省
在
外
研
修
（
フ
ラ
ン

ス
政
府
給
費
）、
昭
和
62
年
本
学
工
学
部
助

教
授
、
平
成
２
年
教
授
（
情
報
数
理
学
Ⅰ
な

ど
担
当
）、
平
成
３
年
大
学
院
工
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
平
成
７
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
情
報
数
理
工
学
特
別
講
義
Ⅰ
な

ど
担
当
）、
平
成
14
年
入
試
部
長
、
平
成
21

年
工
学
部
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
共
著
『Developing 

and A
pplying Biologically-

Inspired V
ision System

s: 
C

ahpter 9; A
 M

easure of 
Localization of Brain Activity 
for the M

otion Aperture Problem 
Using Electroencephalogram

s, 
pp. 208-223 IGI Global 2013

年
』、

論
文
：
単
著
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
／
Ｂ
Ｃ
Ｉ
の
研
究
の

現
状
」、
共
著
「
画
像
認
知
・
想
起
時
脳
波

に
よ
る
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
の
推
定
─
ト
リ
ッ

ク
な
し
の
カ
ー
ド
当
て
マ
ジ
ッ
ク
─
」

工学部教授

山
やま

ノ
の

井
い

 髙
たか

洋
ひろ

アセスメントテストGPS-Academic による
問題解決力測定

　本学では、現代の社会で必要とされる問題解決力を「思考力」
「姿勢・態度」「経験」の３つの視点から測定するアセスメントテス
ト「GPS-Academic」を学生に受検いただいています。結果は個別
に分析がなされ、受検後すぐに学生にフィードバックされます。さ
らにフォローアップセミナーなどを通し、“これからの学生生活の過
ごし方”や“今の社会で必要とされる力を今後どのように磨いてい
く必要があるか”などを共に考えていきます。受検方式は PC を利
用する CBT（Computer Based Testing）方式で、学生は都合の良い
日時・場所で受検することができます。3 月 27 日（金）からは 2 年生、
4 月中からは 3 年生の受検が開始になります。

永
年
勤
続
・
北
海
商
科
大
学

▼
30
年
勤
続 

〔
職
員
〕 

柴
田
敬
司

▼
10
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

橋
元
理
恵
、〔
職

員
〕
奥
野
充
輝
也

永
年
勤
続
・
北
海
高
等
学
校

▼
30
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

林
和
明

▼
20
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

中
川
茂
樹
、
畑
山

　

賢
樹

▼
10
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

蟻
川
将
寛
、
Ｐ
・

　

Ｗ
・
グ
ー
ス
リ
ン
ク

永
年
勤
続
・
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校

▼
40
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

北
村
八
郎

▼
30
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

藤
田
郁
恵

▼
10
年
勤
続 

〔
職
員
〕 

豊
田
博
司

永
年
勤
続
・
法
人
事
務
局

▼
40
年
勤
続 

〔
職
員
〕 

茶
畠
浩

▼
30
年
勤
続 

〔
職
員
〕 

内
山
隆
史

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

新
年
交
礼
会

令和2年

年頭の挨拶を述べる
森本正夫理事長

　

学
校
法
人
北
海
学
園
主
催
に

よ
る
新
年
交
礼
会
が
１
月
８
日
、

札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開

催
さ
れ
た
。
今
年
表
彰
さ
れ
た

永
年
勤
続
者
は
次
の
と
お
り
。

　

　

　

 

■
　

■
　

■

永
年
勤
続
・
北
海
学
園
大
学

▼
40
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

高
橋
義
裕
（
工
）

▼
30
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

高
橋
伸
幸
（
工
）

〔
職
員
〕
河
井
裕
司
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
）

▼
20
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

古
林
英
一
（
経

済
）、
横
山
純
一（
法
）、
佐
野
貴
志
（
工
）、

佐
々
木
哲
彦
（
法
）、〔
職
員
〕
長
野
桂
（
学

習
支
援
シ
ス
テ
ム
）

▼
10
年
勤
続 

〔
教
員
〕 

歌
代
崇
史
（
経

済
）、徐
涛
（
経
済
）、上
田
雅
幸
（
経
営
）、

菅
原
寧
格
（
法
）、
村
上
愛
（
法
）、
小
山

芳
一
（
工
）、
髙
橋
考
太
（
工
）、〔
職
員
〕

荒
川
恭
介
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
）、
佐
々
木
一

馬
（
教
務
）、　

見
祐
太
（
法
）、
土
井
緋

佳
留（
キ
ャ
リ
ア
支
援
）、松
田
郷
平（
入
試
）

　
「
北
海
学
園
の
財
政
の
現
状
と

課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
１
９

年
度
北
海
学
園
４
校
連
携
事
業

（
北
海
学
園
大
学
、
北
海
商
科
大

学
、
北
海
高
校
、
北
海
学
園
札
幌

高
校
）
が
昨
年
12
月
21
日
、
４

号
館
第
３
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。
今
年
度
は
、
４
校
が
一
つ

　

本
学
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
・
対
策
委
員
会

及
び
基
本
権
委
員
会
は
、
１
月

22
日
、
Ｄ
30
番
教
室
に
お
い
て
、

教
職
員
を
対
象
に
「
大
学
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
予
防
・
対
策
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
た

の
物
差
し
で
現
実
的
な
問
題
と

真
摯
に
向
き
合
う
と
い
う
考
え

の
も
と
、
北
海
学
園
・
山
崎
省

一
理
事
が
「
北
海
学
園
の
課
題

と
今
後
を
見
据
え
た
協
力
基
盤

に
つ
い
て
」、
長
谷
川
昭
理
事
が

「
北
海
学
園
の
財
政
に
つ
い
て
～

推
移
と
見
通
し
」
と
題
し
た
講

演
を
行
い
、
大
変
貴
重
で
説
得

力
の
あ
る
内
容
だ
っ
た
。

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
昨
年
に
続
き
、
九
州

大
学
人
間
環
境
学
研
究
院
人
間

科
学
部
門
学
術
研
究
員
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
相
談
室
相
談
員
で
あ

る
佐
竹
圭
介
氏
。
具
体
的
な
事

例
を
挙
げ
な
が
ら
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
起
き
る
構
造
や
予
防
の

た
め
の
工
夫
・
注
意
点
を
説
明

し
た
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・

対
策
委
員
会
／
基
本
権
委
員
会

 

北
海
学
園
４
校
連
携
事
業

▽
12
月
2
日 

小
樽
商
科
大
学
総
務
課
職

員
係
長 

関
下
耕
平
氏

▽
12
月
2
日 

株
式
会
社
八
剣
山
さ
っ
ぽ

ろ
地
ワ
イ
ン
研
究
所
・
株
式
会
社
八
剣
山

フ
ァ
ー
ム
（
農
業
生
産
法
人
）
代
表
取
締

役 

亀
和
田
俊
一
氏

▽
12
月
18
日 

釧
路
町
長 

小
松
茂
氏

▽
12
月
19
日 

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ
理
事
長 

大
見
英
明
氏

▽
12
月
19
日 

札
幌
大
学
学
長 

大
森
義
行

氏
、
同
大
学
事
務
局
長
・
理
事 

柴
野
正
裕
氏

▽
12
月
20
日 

経
営
学
部
経
営
情
報
学
科

４
年 

熊
谷
貫
太
氏
、
工
学
部
生
命
工
学
科

１
年 

外
﨑
大
裕
氏

▽
1
月
17
日 

モ
ン
ゴ
ル
文
化
教
育
大
学

理
事
長 

牧
原
創
一
氏

▽
1
月
 21
日 

東
洋
大
学
副
学
長　

髙
橋

豊
美
氏
、
同
大
学
教
務
部
全
学
学
務
推
進

課
主
任 

宮
﨑
研
介
氏

▽
1
月
24
日 

札
幌
学
生
野
球
連
盟
理
事

長 

廣
嶋
進
氏
、
同
連
盟
事
務
局 

高
橋
淑

子
氏
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研究
課題

　

一
般
に
、
議
会
が
国
政
を
主

導
す
る
議
会
制
統
治
は
、
中
央

政
府
と
各
地
域
社
会
と
の
関
係

の
安
定
に
と

り
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
議
会
の
存
在
に

よ
り
統
治
上
の
困
難
が
無
条
件

に
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
の
歴
史
的

実
相
を
解
明
す
る
た
め
の
有
力

な
方
法
の
一
つ
は
、
議
会
制
度

発
祥
の
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に

お
い
て
、
そ
の
歴
史
に
即
し
て

こ
の
統
治
モ
デ
ル
の
限
界
を
示

す
こ
と
で
す
。

　

近
世
イ
ギ
リ
ス
議
会
史
は
、
い

わ
ゆ
る
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
」

を
念
頭
に
置
き
、
国
王
と
議
会

と
の
関
係
を
軸
と
し
て
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
点
に
お

い
て
、
両
者
の
対
立
を
主
張
す

る
ホ
イ
ッ
グ
史
観
も
、
両
者
の

協
調
を
主
張
す
る
修
正
主
義
も
、

大
き
な
差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
私
は
、
16
世

紀
後
半
か
ら
17
世
紀
前
半
の
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
下
院
議
員
に
つ
い

て
、
主
と
し
て
伝
記
的
情
報
を

統
計
的
に
処
理
す
る
手
法
に
よ

り
分
析
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
16
世
紀
後
半
に
お
け
る

議
会
下
院
は
、
地
域
利
害
を
代

表
す
る
と
い
う
点
で
は
な
く
、

貴
族
な
ど
の
パ
ト
ロ
ン
が
地
方

統
治
を
担
う
ジ
ェ
ン
ト
リ
階
層

に
与
え
る
パ
ト
ロ
ネ
ジ
（
恩
典
）

の
有
力
な
供
給
源
で
あ
っ
た
と

い
う
点
で
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
と
い
う
結
論
を
得

ま
し
た
。
一
方
で
17
世
紀
に
入

る
と
、
徐
々
に
中
央
と
地
方
の

接
触
点
と
し
て
の
議
会
の
役
割

が
増
加
し
て
い
っ
た
状
況
も
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
議

論
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
心
に
展

開
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、

現
在
の
連
合
王
国
を
構
成
す
る

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
っ
た

地
域
が
視
野
に
入
れ
ら
れ
る
こ

と
は
ま
れ
で
し
た
。
し
か
し
、

16
─
18
世
紀
は
ブ
リ
テ
ン
諸
島

に
お
い
て
多
地
域
に
わ
た
る
「
複

合
国
家
」
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
時
代
で
す
。
現
代
社
会
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
よ
っ
て
、
国
民
国
家

と
は
異
な
る
統
治
様
式
と
し
て

の
複
合
国
家
体
制
は
、
近
年
特

に
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
本
研
究
課
題
に
お
い

て
は
、
１
５
３
６
年
に
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
合
同
さ
れ
た
ウ
ェ
ー

ル
ズ
に
着
目
し
、
複
合
国
家
の

形
成
過
程
に
お
け
る
議
会
制
度

の
有
効
性
を
探
究
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
16
世
紀
中
の
ウ
ェ
ー

ル
ズ
選
挙
区
で
選
出
さ
れ
る
の

は
ほ
と
ん
ど
が
地
元
出
身
者
で

あ
る
も
の
の
、
彼
ら
は
議
会
で

は
ほ
と
ん
ど
活
動
し
て
い
な
い

こ
と
、
17
世
紀
に
入
る
と
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
出
身
者
が
ウ
ェ
ー
ル

ズ
選
挙
区
に
「
侵
入
」
す
る
と

同
時
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
関
連
の

案
件
が
議
会
で
審
議
さ
れ
る
機

会
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果

を
足
が
か
り
と
し
て
、
今
後
は

複
合
国
家
ブ
リ
テ
ン
の
統
治
シ

ス
テ
ム
全
体
に
お
い
て
議
会
が

果
た
し
て
い
た
役
割
を
解
明
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

開
発
研
究
所
は
２
０
１
８
年

度
か
ら
北
海
道
の
「
遺
産
」
に

焦
点
を
あ
て
た
総
合
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
環
と

し
て
、昨
年
５
月
の
「
炭
鉄
港
」

日
本
遺
産
登
録
の
立
役
者
で
あ

る
吉
岡
宏
高
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

炭
鉱
の
記
憶
推
進
事
業
団
理
事

長
、
札
幌
国
際
大
学
教
授
）
を

お
招
き
し
、
11
月
27
日
、
Ｄ

41
教
室
で
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

空
知
の
石
炭
を
基
軸
に
、
室

蘭
の
鉄
鋼
、
小
樽
の
港
湾
、
こ

れ
ら
を
つ
な
ぐ
炭
鉱
鉄
道
に

よ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
北
の

産
業
革
命
は
、
開
拓
か
ら
製
鉄

ま
で
わ
ず
か
30
年
と
い
う
短

期
間
で
北
海
道
を
大
き
く
発
展

さ
せ
た
。
こ
の
石
炭
・
鉄
鋼
・

港
湾
・
鉄
道
と
い
う
テ
ー
マ
を

結
び
つ
け
、
人
と
地
域
の
新
た

な
動
き
を
作
り
出
そ
う
と
す
る

取
り
組
み
が
「
炭
鉄
港
」
だ
。

　

三
笠
市
の
炭
鉱
で
育
っ
た
吉

岡
氏
は
、
幼
少
期
の
思
い
出
話

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て
の
炭
鉄
港
の

発
展
、
戦
後
復
興
で
の
活
躍
と

そ
の
後
の
衰
退
を
説
明
。
さ
ら

に
、
世
界
遺
産
︿
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
﹀
の
出
発
点
で

あ
る
薩
摩
藩
を
源
流
と
す
る
炭

鉄
港
の
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
に
も

触
れ
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
魅

力
を
伝
え
た
。

　

そ
し
て
、
小
樽
や
室
蘭
な
ど

の
歴
史
遺
産
や
産
業
遺
産
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介

し
、「
当
時
の
繁
栄
の
足
跡
は

本
物
の
産
業
景
観
と
し
て
、
訪

れ
る
人
に
深
い
感
動
を
も
た
ら

す
。
地
域
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

お
も
し
ろ
く
、パ
ワ
ー
に
な
る
」

と
指
摘
。

　

人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
日
本
が

直
面
す
る
課
題
に
対
し
、「
炭

鉄
港
の
歴
史
の
中
に
ヒ
ン
ト
が

あ
る
。
日
本
の
こ
れ
か
ら
の

30
年
を
、
わ
れ
わ
れ
は
30
年

前
に
体
験
し
た
。
様
々
な
失
敗

を
し
て
た
く
さ
ん
の
教
訓
を
得

て
き
た
。ぜ
ひ
炭
鉄
港
に
来
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
人
生
を
炭

鉄
港
エ
リ
ア
に
投
影
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
」
と
話
し
た
。

１
９
７
８
年
神
奈
川
県
に
生
ま
れ
る
。
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
卒
業
。
同
大

学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
同
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
史
学
、

慶
應
義
塾
大
学
）。
金
沢
学
院
大
学
文
学
部
専
任
講
師
を
経
て
、
２
０
１
６
年

度
よ
り
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
准
教
授
。
近
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
治
史

を
中
心
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
主
な
研
究
業
績
は
、『
名
誉
と
し
て
の
議
席

―
―
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
会
と
統
治
構
造
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

２
０
１
１
年
）、『
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
史
と
議
会
制
統
治
』（
共
著
、
吉
田

書
店
、
２
０
１
５
年
）
な
ど
。

複
合
国
家
に
お
け
る
議
会
の
機
能
と
は

アベリストウィスにあるウェールズ国立図書館
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十
勝
の
豊
頃
町
で
開
催
さ
れ

た
開
発
特
別
講
座
で
は
、「
地
域

包
括
ケ
ア
と
ま
ち
づ
く
り
─
高

齢
者
介
護
を
ど
の
よ
う
に
す
す

め
て
い
く
の
か
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。

　

２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世
代

が
全
員
75
歳
以
上
に
な
る
こ
と

も
あ
っ
て
後
期
高
齢
者
数
が
大

幅
に
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て

医
療
費
と
介
護
費
が
大
幅
に
上

昇
し
、
介
護
保
険
料
も
高
く
な

る
、
い
わ
ゆ
る
「
２
０
２
５
年
」

問
題
に
言
及
し
た
う
え
で
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
講
義
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
は
、
高
齢
者

が
重
度
な
要
介
護
状
態
に
な
っ

て
も
、
で
き
る
限
り
自
宅
や
地

域
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
実
現

の
た
め
に
は
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
質
・
量
両
面
の
充
実
、
専

門
職
だ
け
で
は
な
く
町
内
会
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
含
め
た
サ
ー
ビ

　

十
勝
管
内
で
は
、
学
校
と
地

域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
「
地

域
学
校
協
働
活
動
」
の
組
織
体

制
の
構
築
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
そ
う
で
す
。
今
回
の
講
演
は
、

管
内
市
町
村
の
社
会
教
育
委
員

と
社
会
教
育
主
事
に
向
け
た
研

修
の
一
環
で
し
た
。
そ
こ
で
ま

ず
、
学
校
と
地
域
の
連
携
に
関

係
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
関

係
の
施
策
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

次
に
、
現
在
の
学
校
教
育
に
求

め
ら
れ
て
い
る
新
指
導
要
領
の

内
容
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
確
認
し
、
そ
の
後
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
学
校
と
地
域
が
連

携
す
る
際
の
課
題
等
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
に
は
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
、
地

域
に
根
差
し
た
学
校
づ
く
り
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
教
育
現
場
で
は
、

業
務
の
多
忙
さ
ゆ
え
に
、
地
域

の
教
育
資
源
を
探
し
、
連
携
の
た

め
の
組
織
体
制
を
作
る
余
裕
を

持
て
ず
に
い
ま
す
。
今
回
の
講

演
が
、
社
会
教
育
の
側
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
喚
起
し
、
協
働

的
な
教
育
活
動
が
よ
り
推
進
さ

れ
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

開
発
特
別
講
座

開
発
特
別
講
座

第
39
回

第
39
回

　

開
発
研
究
所
主
催
の
第
39
回
開
発
特
別
講
座
が
11
月
７
日
に
豊
頃

町
で
、
12
月
６
日
に
芽
室
町
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課

題
に
つ
い
て
の
講
演
に
住
民
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
と
ま
ち
づ
く
り

　
│
高
齢
者
介
護
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
て
い
く
の
か
」

法
学
部
教
授  

横よ
こ
や
ま山 

純じ
ゅ
ん

一い
ち　

（
財
政
学
・
地
方
財
政
論
）

第 1 回
〈11月7日〉

「
今
求
め
ら
れ
る
学
校
と
地
域
の
連
携
」

法
学
部
教
授  

五い

十が

嵐ら
し 

素も
と

子こ　

（
教
育
社
会
学
）

第 2 回
〈12月6日〉

ス
提
供
主
体
の
連
携
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
を
ま
と
め

な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
や
相
談
機
能
を
担
う
組

織
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

　

講
演
に
は
、
役
場
職
員
、
福

祉
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
高
齢
者
の
方
た
ち
な

ど
約
50
名
が
参
加
し
た
。
質
問

も
多
数
出
て
、
充
実
し
た
講
座

に
な
っ
た
。

法学部・五十嵐素子教授

ＮＰＯ法人炭鉱の記憶推進
事業団理事長、札幌国際大学
教授・吉岡宏高氏

法学部・横山純一教授

北
の
産
業
革
命「
炭た

ん
て
つ
こ
う

鉄
港
」を
観
よ
！

開発研究所 2019 年度研究会

北海道の「遺産」とこれからの北海道開発

客
員
研
究
員

 

久ひ
さ

井い 

貴あ
つ

世よ

　

私
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る

ツ
ル
の
生
息
実
態
と
人
と
の
関

わ
り
を
解
明
す
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
で
記
録
が
あ
る
ツ
ル
は

世
界
に
生
息
す
る
15
種
の
う
ち

７
種
で
、
北
海
道
に
は
赤
い
頭

が
特
徴
的
な
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
ツ
ル
は
渡
り

鳥
の
印
象
が
強
く
、
冬
の
姿
が

有
名
な
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
ま
た〝
春

に
は
シ
ベ
リ
ア
へ
帰
る
〟
と
誤

解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
北
海
道

の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
一
年
中
北
海

道
内
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
も
渡

り
を
し
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま

し
た
。
今
か
ら
数
百
年
前
の
江

戸
時
代
に
遡
る
と
、
当

時
蝦
夷
地
と
呼
ば
れ
て

い
た
北
海
道
の
各
地
、

さ
ら
に
は
東
北
や
関

東
、
中
国
、
四
国
、
九

州
な
ど
で
も
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
生
息
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
記
録
が
確
認

で
き
ま
す
。
日
本
各
地

に
生
息
し
た
タ
ン
チ
ョ

ウ
は
、
お
そ
ら
く
渡
り

を
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
文
献
か

ら
は
、
ツ
ル
と
人
と
の

多
様
な
関
わ
り
も
見
え

て
き
ま
す
。
例
え
ば
、

当
時
ツ
ル
は
最
上
級
の

お
も
て
な
し
食
材
と

さ
れ
、「
鶴
の
汁
」
な

ど
の
料
理
が
貴
人
に
供
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
当
時
の
文
献
で
は
、

食
材
と
し
て
使
わ
れ
た
の
は
主

に
ナ
ベ
ヅ
ル
や
マ
ナ
ヅ
ル
で
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
肉
が
硬
く
美
味

し
く
な
い
た
め
、
食
べ
る
こ
と

は
少
な
い
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ツ
ル
の
種
に
よ
っ
て
味
が
異
な

る
の
か
ど
う
か
⋮
、
現
在
で
は

そ
れ
を
確
か
め
る
術
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
興
味
の
尽
き
な
い
問

題
で
す
。

　

北
海
道
各
地
に
生
息
し
て
い

歴史資料からツルを探るFOCUS

た
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
生
息
環
境

の
悪
化
や
狩
猟
の
影
響
に
よ
り

明
治
末
頃
に
は
絶
滅
し
た
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
に
激
減
し
ま
し
た
。

保
護
の
取
組
み
に
よ
り
数
が
回

復
し
、
現
在
で
は
北
海
道
を
代

表
す
る
鳥
と
し
て
主
に
道
東
地

方
で
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
実
は
近
年
、
札
幌
か

ら
ほ
ど
近
い
長
沼
町
や
む
か
わ

町
な
ど
で
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８

年
に
は
札
幌
市
内
で
も
目
撃
さ

れ
ま
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

近
年
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
て

い
る
地
域
は
過
去
に
記
録
が
あ

る
地
域
と
一
致
し
ま
す
。
数
百

年
の
時
を
経
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

が
か
つ
て
の
生
息
地
に
帰
っ
て

き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
増
加

と
分
布
の
広
が
り
は
、
人
と
の

軋
轢
の
拡
大
に
も
繋
が
り
ま
す
。

ツ
ル
と
人
の
軋
轢
は
江
戸
時
代

の
文
献
に
も
記
録
が
あ
る
根
深

い
問
題
で
す
が
、
当
時
の
人
々

が
ど
の
よ
う
に
ツ
ル
と
向
き
合

い
、
共
存
し
て
き
た
の
か
。
き
っ

と
現
代
の
ツ
ル
と
人
と
の
関
わ

り
の
あ
り
方
に
も
通
じ
る
手
が

か
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
歴
史
資
料
を
通

じ
て
、
ツ
ル
と
人
と
の
よ
り
良

い
関
わ
り
を
探
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

牛の餌を狙うタンチョウ。驚いた牛が怪我をしたり、
タンチョウに攻撃されるなどの被害もある（鶴居村にて撮影）

久井貴世客員研究員
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ド
イ
ツ
語
は
、「
難
し
い
」、

「
複
雑
」
な
ど
と
世
間
で
の
評

判
が
ま
こ
と
に
芳
し
く
な
い
。

た
し
か
に
、
最
初
に
習
得
す
べ

き
規
則
は
多
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
さ
え
身
に

つ
け
て
し
ま
え
ば
、
あ
る
意
味

す
で
に
か
な
り
の
地
点
ま
で

登
っ
て
お
り
、
あ
と
は
頂
上
ま

で
尾
根
伝
い
に
歩
み
を
進
め
る

と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。
加
え

て
、
律
儀
な
ド
イ
ツ
の
人
々
が

長
年
に
わ
た
っ
て
築

き
上
げ
て
き
た
だ
け

あ
っ
て
規
則
的
な
の

で
、
実
は
と
て
も
身
に
つ
け
易

い
。
反
復
練
習
が
一
番
効
果
的

だ
が
、
そ
の
際
で
き
る
だ
け
使

用
頻
度
の
高
い
単
語
を
多
く
用

い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
語
彙

力
も
応
用
力
も
身
に
つ
く
し
、

単
純
で
飽
き
る
な
ど
と
い
う
こ

と
も
避
け
ら
れ
る
。
最
大
の
問

題
は
、
そ
ん
な
意
図
で
編
ま
れ

た
文
法
教
科
書
が
無
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　

で
は
、
と
本
学
「
ド
イ
ツ
語

基
礎
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
」
の
た

め
に
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
始

め
、
こ
の
度
ま
と
ま
っ
た
の
が

本
書
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、

の
べ
八
百
枚
を
超
え
る
イ
ラ
ス

ト
を
用
い
て
単
語
の
意
味
を
知

ら
な
く
て
も
直
感
的
に
わ
か
る

工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
単
語
も
、
で

き
る
だ
け
身
近
な
も
の
や
ド
イ

ツ
語
を
知
る
に
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
が
、
覚
え
や
す
い
よ
う

に
リ
ス
ト
に
な
っ
て
多
数
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
各
課
で
学
ぶ
べ

き
文
法
項
目
を
踏
ま
え
れ
ば
、

イ
ラ
ス
ト
と
そ
こ
に
添
え
ら
れ

た
語
句
を
用
い
て
、
口
頭
で
も

作
文
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
練
習

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
イ
ラ
ス

ト
は
、
当
初
は
写
真
が
用
意
で

き
な
い
た
め
に
仕
方
な
く
自
分

で
描
い
て
い
た
も
の
だ
。
し
か

し
、
最
終
的
に
勢
い
あ
ま
っ
て

表
紙
ま
で
一
人
で
担
当
し
て
し

ま
っ
た
。
と
は
い
え
、
な
か
な

か
の
重
労
働
だ
っ
た
。

　

こ
の
三
年
間
の
授
業
で
接
し

た
学
生
た
ち
の
声
は
、
本
書
の

編
纂
に
大
い
に
参

考
に
な
っ
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
あ

り
が
と
う
と
伝
え
た
い
。
他
大

学
の
同
僚
た
ち
に
も
見
て
も
ら

い
、
斬
新
だ
と
い
う
感
想
を
複

数
い
た
だ
い
た
。
本
書
で
「
ド

イ
ツ
語
は
楽
し
い
！
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
授
業
を
目
指
す
の

で
、
先
生
の
力
量
を
見
て
や
ろ

う
と
い
う
学
生
も
大
歓
迎
、
ぜ

ひ
ド
イ
ツ
語
を
履
修
し
て
も
ら

い
た
い
。

イ
ラ
ス
ト
付
き
教
科
書
で
楽
し
く
反
復
練
習
を

を

北原 寛子
経済学部准教授

自著自著
語る 20

きた はら ひろ こ

『イラストでわかる！ 
  ドイツ文法と単語トレーニング』

朝日出版社 2020 年

グ
ル
で
再
生
す
る
こ
と
が
で
き

る
技
術
。
ま
さ
に
、
リ
ア
ル
と

バ
ー
チ
ャ
ル
の
境
目
が
消
失
し

た
、
と
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

今
や
ス
ポ
ー
ツ

は
、
進
化
す
る
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実

験
場
と
な
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で

す
。

　

５
Ｇ
、
８
Ｋ
、

Ｖ
Ｒ
、
ド
ロ
ー
ン

な
ど
を
活
用
し
た

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
。
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
情
報
・

医
学
・
科
学
技
術

の
サ
ポ
ー
ト
に
よ

る
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
（
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
、
用
具
開
発
等
）。
ス
ポ
ー
ツ

と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
に
よ

　

本
学
工
学
部
・
藤
原
英
樹
教
授
と
北
海
道
大
学
電
子
科
学
研
究
所
・
笹
木
敬
司

教
授
お
よ
び
パ
ン 

ク
リ
ス
ト
フ
助
教
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
の

光
照
射
で
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
金
属
構
造
上
に
選
択
的
に
半
導
体
ナ
ノ
構
造
を
合
成
す

る
新
技
術
を
開
発
し
た
。

　

藤
原
教
授
に
、
そ
の
新
技
術
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
金
属
構
造
に

光
を
照
射
す
る
と
、
照
射
光
の
吸

収
に
よ
り
金
属
内
部
の
自
由
電

子
が
集
団
振
動
を
起
こ
し
、
こ

の
金
属
ナ
ノ
構
造
周
辺
に
強
い

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
日
本
大
会
は
、
日
本

代
表
が
初
の
ベ
ス
ト
８
に
進
出

し
、大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。「
に

わ
か
フ
ァ
ン
」
と
な
っ
た
私
は
、

テ
レ
ビ
中
継
に
釘
付
け
と
な
り

ま
し
た
が
、
特
に
目
を
引
い
た

の
が
、「
自
由
視
点
映
像
」
で
し

た
。
た
っ
た
今

起
こ
っ
た
ト
ラ

イ
シ
ー
ン
を
、

そ
の
直
後
に
、

ス
ロ
ー
モ
ー

シ
ョ
ン
に
し
な

が
ら
様
々
な
ア
ン

り
、
ア
ス
リ
ー
ト
は
さ
ら
に
技

術
を
進
化
さ
せ
、
フ
ァ
ン
は
ス

ポ
ー
ツ
の
新
た
な
魅
力
を
享
受

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、

マ
ラ
ソ
ン
の

厚
底
シ
ュ
ー

ズ
問
題
や
、

ビ
デ
オ
や
Ａ

Ｉ
に
よ
る
競

技
判
定
の
問

題
な
ど
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
導
入
は
、

こ
れ
ま
で
の

ス
ポ
ー
ツ

の
在
り
方
に

大
き
な
変
化

を
迫
っ
て
い

る
こ
と
も
事

実
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
化
が
さ
ら
に
進
み
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
と
既
存
ス
ポ
ー
ツ
と
の
共
存
・

共
栄
も
必
須
の
課
題
と
な
る
で

電
場
を
誘
起
す
る
プ
ラ
ズ
モ
ン

共
鳴
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
き

ま
す
。
こ
の
効
果
を
光
ア
ン
テ

ナ
効
果
と
呼
び
、
光
を
波
長
よ

り
も
小
さ
な
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
領

域
に
集
光
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
の
吸
収
す
る
光
の

波
長
や
周
辺
に
誘
起
さ
れ
る
電

場
強
度
は
、
金
属
構
造
の
材
質

や
形
状
、
サ
イ
ズ
に
応
じ
て
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
、
任

意
の
波
長
の
光
を
金
属
ナ
ノ
構

造
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
金
属
近
傍
に
存

在
す
る
原
子
や
分
子
は
、
こ
の

強
い
電
場
に
よ
り
発
光
や
吸
収
、

散
乱
な
ど
の
様
々
な
光
─
物
質

間
の
相
互
作
用
が
増
強
さ
れ
る

た
め
、
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
や
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
バ
イ
オ
な
ど

の
分
野
に
お
い
て
有
用
な
ツ
ー

ル
と
し
て
利
用
さ
れ
始
め
て
い

ま
す
。
特
に
半
導
体
の
分
野
で

は
、
金
属
と
半
導
体
を
組
み
合

し
ょ
う
。

　

い
よ
い
よ
間
近
に
迫
っ
た
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
。
札
幌
で

は
、
サ
ッ
カ
ー
、
競
歩
、
マ
ラ
ソ

ン
競
技
を
ホ
ス
ト
し
ま
す
。
そ

し
て
、
来
た
る
２
０
３
０
年
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
の
誘
致

活
動
も
始
ま
り
ま
す
。

　

今
か
ら
10
年
後
、
ス
ポ
ー
ツ

の
在
り
方
は
さ
ら
に
大
き
く
変

化
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

の
変
化
は
、
私
た
ち
の
余
暇
の

過
ご
し
方
や
健
康
管
理
の
方
法

に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
は
ず

で
す
。

　

伝
統
的
な
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
、
ど
の
よ
う
な
新

し
い
ス
ポ
ー
ツ
が
登
場
し
て
い

る
の
か
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
に
よ
る
変
化
は
、
私
た
ち
が

望
む
も
の
な
の
か
ど
う
か
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
社
会

の
未
来
を
議
論
す
る
こ
と
も
で

き
そ
う
で
す
。

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
発
光
や

光
電
変
換
、
光
触
媒
反
応
な
ど

の
効
率
化
に
向
け
た
研
究
が
多

数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
効
果
を
発
揮

さ
せ
る
に
は
、
小
さ
な
金
属
ナ

ノ
構
造
の
適
切
な
位
置
に
半
導

体
材
料
を
高
精
度
に
配
置
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
私

は
、
北
海
道
大
学
・
笹
木
敬
司

教
授
の
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
の

光
照
射
で
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
金
属

構
造
上
に
選
択
的
に
半
導
体
ナ

ノ
構
造
を
合
成
す
る
新
技
術
を

開
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
は
、
金
属
ナ
ノ
構

造
を
適
切
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
に
よ
り
、
プ
ラ
ズ
モ
ン
共
鳴

と
同
時
に
発
生
す
る
金
属
ナ
ノ

構
造
の
発
熱
を
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の

熱
源
と
し
て
利
用
し
、
水
熱
合

成
法
と
呼
ば
れ
る
半
導
体
合
成

法
を
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
領
域
で
限

定
的
に
起
こ
す
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
技
術
に
よ
り
、
適
切
な

位
置
に
必
要
な
半
導
体
ナ
ノ
構

造
を
作
製
で
き
る
た
め
、
ナ
ノ

サ
イ
ズ
の
発
光
素
子
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
素
子
、
量
子
効
果

を
用
い
た
光
演
算
素
子
、
超
高

感
度
に
光
を
検
出
す
る
装
置
な

ど
へ
の
応
用
が
可
能
と
な
る
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

■　
　

■　
　

■

　

な
お
、
本
研
究
は
、
科
学
研

究
費
助
成
事
業
新
学
術
領
域
研

究
「
光
圧
ナ
ノ
物
質
操
作
」、「
特

異
構
造
の
結
晶
科
学
」
の
助
成

を
受
け
行
わ
れ
た
も
の
で
、
研

究
成
果
は
、
２
０
１
９
年
12
月

23
日
公
開
の
米
国
化
学
会
専
門

誌Nano Letters

誌
に
オ
ン

ラ
イ
ン
掲
載
さ
れ
た
。

経
営
学
部
教
授

 

田た

中な
か

　
昭あ

き

憲の
り

工
学
部
教
授

 

藤ふ
じ
わ
ら原 

英ひ
で

樹き

スポーツ×テクノロジー

ナノサイズの光で
金属-半導体ハイブリット構造を作製

工学部 藤原英樹教授が北大研究グループと新技術開発

放送の将来と地方メディアの可能性

　

地
域
連
携
推
進
機
構
は
12
月

20
日
、
Ｄ
31
番
教
室
に
お
い
て

第
９
回
北
海
道
次
世
代
メ
デ
ィ

ア
総
合
研
究
所
（
愛
称
：
も

ん
す
け
ラ
ボ
）
講
演
会
「
放

送
の
未
来
と
地
域
メ
デ
ィ
ア

の
可
能
性
」
を
開
催
し
た
。

講
師
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研

究
所
研
究
主
幹
・
村
上
圭
子

氏
。

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
放

送
が
始
ま
っ
て
も
う
す
ぐ

１
０
０
年
を
迎
え
る
が
、
若

者
の
テ
レ
ビ
離
れ
や
ネ
ッ
ト
メ

デ
ィ
ア
の
台
頭
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普

及
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
変
化

が
起
き
て
い
る
。
今
後
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
の
か
、
存
在
意
義
が

問
わ
れ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
社

会
環
境
や
自
然
環
境
、
政

治
状
況
に
変
化
が
起
き
て

い
る
な
か
で
、
地
方
メ

デ
ィ
ア
に
何
が
で
き
る
の

か
。
村
上
氏
は
地
域
密
着

情
報
強
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
あ
げ
「
地
域
企
業
に
ス

ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
も
ら

い
、
地
域
で
し
っ
か
り
番

組
を
つ
く
り
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
ロ
ー

カ
ル
局
の
生
き
る
道
。
そ
し
て
、

ど
う
や
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て

い
く
の
か
が
課
題
」
と
話
し
た
。

 

地
域
連
携
推
進
機
構  

北
海
道
次
世
代
メ
デ
ィ
ア
総
合
研
究
所

NHK放送文化研究所・村上圭子氏の講演

局在プラズモンの概念図

金属ナノ構造中に誘起される局在プラズモン場を利用した
レーザー誘起水熱合成。プラズモン場の誘起により、局
所的な加熱を行い、選択的にナノ発光体を作製する。

図
１
：
直
線
偏
光
近
赤
外
光
を
照
射
し

た
時
の
金
ナ
ノ
ア
ン
テ
ナ
構
造
の︵
ａ
、

ｂ
︶局
在
場
分
布
と︵
ｃ
、ｄ
︶温
度
分
布 

の
計
算
結
果

図
２
：
金
ナ
ノ
ア
ン
テ
ナ
構
造
に
縦
偏

光
の
近
赤
外
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
す
る

前
と
照
射
し
た
後
の
電
子
顕
微
鏡
画
像

図 1 図 2

　

経
営
学
部
伊
藤
ゼ
ミ
で
は
、

企
業
・
団
体
か
ら
与
え
ら
れ

た
実
践
的
な
課
題
を
４︲

５

人
程
度
の
チ
ー
ム
で
検
討
し
、

そ
の
解
決
策
を
考
え
て
い
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
学

習
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、株
式
会
社
フ
ィ

ル
ド
と
観
光
閑
散
期
に
お
け

る
札
幌
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

稼
働
率
向
上
策
に
つ
い
て
、

江
別
市
役
所
と
若
年
層
の
江

別
市
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
、

西
山
製
麺
株
式
会
社
と
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
向
け
の
新

商
品
企
画
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
取

り
組
ん
だ
。

調
査
・
企
画
・
選
定
・

市
場
導
入
を
実
体
験

　

西
山
製
麺
と
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
実
際
に
商
品
を

開
発
し
、
発
売
す
る
こ
と
ま

で
結
び
付
け
る

こ
と
が
で
き

た
。
学
生
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

や
グ
ル
ー
プ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
の
リ
サ
ー

チ
を
基
に
新
商

品
企
画
を
考

案
し
、
そ
の

後
、
麵
や
タ
レ
の
選
定
、
商

品
名
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の

選
定
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
選
定
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
載
せ
る
紹
介
動
画

な
ど
の
販
促
ツ
ー
ル
の
作
成

と
い
っ
た
新
製
品
の
市
場
導

入
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
体

験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
商

品
は
２
月
28
日
よ
り
西
山
製

麺
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

（https://w
w

w.ram
en.

jp/shop/

）

で
発
売
さ
れ
て

い
る
。

◆    

◆    

◆

　

い
ず
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
数
か
月
に
わ
た
る
過
程
の

中
で
、
学
生
は
社
会
で
必
要

と
さ
れ
る
能
力
を
知
り
、
高

め
る
と
同
時
に
、
企
業
の
現

場
最
前
線
の
方
か
ら
様
々
な

指
摘
を
受
け
る
こ
と
で
自
分

達
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
も
多

く
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

西山製麺新商品のプレゼンテーション

西山製麺本社で新商品企画の打ち合わせ

 

経
営
学
部
・
伊
藤
友
章
ゼ
ミ

企
業
・
団
体
の
実
践
的
な
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

西山製麺と共同商品開発
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交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

 大田大學校
（韓国）

　

11
月
27
日
、
札
幌
市
立
北
野

台
中
学
校
の
２
年
生
４
名
が
来

学
し
、
本
学
附
属
図
書
館
で
職

業
体
験
を
行
っ
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
大
学
図
書
館
の
役
割

や
仕
事
内
容
な
ど
の
説
明

を
受
け
、施
設
見
学
の
後
、

い
よ
い
よ
職
業
体
験
。
図

書
館
事
務
室
で
図
書
の
発

注
や
装
備
作
業
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で

札幌藻岩山山頂 札幌大通「さっぽろホワイトイルミネーション」

前列左から、崔 智慧（チェ ジヘ）さん、崔 賢彬（チェ 
ヒョンビン）さん、安酸学長、金 基龍（キム キリョ
ン）さん、丁 愚夕（ジョン ウソク）さん

サービス・カウンターで業務の
説明を受ける中学生たち

北
野
台
中
学
生 

本
学
図
書
館
で
職
業
体
験

学園学園人人脈記脈記
株式会社ケンズプロ 

代表取締役

社会保険労務士、行政書士、経営・人事コンサルタント

　

人
材
確
保
・
人
材
育
成
、
働

き
方
改
革
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
対
策
な
ど
、
い
ま
、
企
業
が

抱
え
る
課
題
は
つ
き
な
い
。
そ

の
よ
う
な
「
人
」
に
関
す
る
課

題
を
解
決
方
向
に
導
く
た
め
、

全
道
の
自
治
体
や
企
業
を
飛
び

回
っ
て
い
る
の
が
、
前
号
登
場

の
濱
内
勇
一
氏
か
ら
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
新
田
和
代
さ
ん
だ
。

◆　
　

◆　
　

◆

　
「
い
ま
企
業
は
人
手
不
足
の
中

で
働
き
方
改
革
を
進
め
労
働
時

間
を
短
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

余
裕
が
な
い
な
か
で
つ
い
言
葉

じ
り
が
き
つ
く
な
り
パ
ワ
ハ
ラ

と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循

環
に
な
り
が
ち
で
す
。
長
時
間

労
働
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
人
材

不
足
は
関
連
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

を
総
合
的
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
す
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
」。

　

在
学
中
、
行
政
書
士
の
資
格

試
験
に
合
格
。「
独
立
も
い
い
か

な
と
少
し
考
え
た
」
が
、
ま
ず

は
社
会
を
知
ろ
う
と
社
会
保
険

労
務
士
事
務
所
と
民
間
企
業
で

働
い
た
。
そ
こ
で
自
身
が
セ
ク

ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
ブ
ラ
ッ
ク

労
働
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
に
。

「
な
ぜ
上
司
は
、
部
下
の
や
る
気

を
削
ぐ
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の

だ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
仕
事
の
質

も
上
が
ら
す
、
業
績
も
悪
化
す

る
。
人
を
大
切
に
し
な
い
と
会

社
は
育
た
な
い
」
と
実
感
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
労
働
の
専
門

家
に
な
ろ
う
と
決
意
し
、
働
き

な
が
ら
勉
強
し
て
２
０
０
６
年

に
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を

取
得
。
翌
年
、事
務
所
を
開
設
し
、

２
０
１
７
年
に
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
や
講
演
、
研
修
な

ど
を
専
門
に
受
け
る
株
式
会

社
ケ
ン
ズ
プ
ロ
を
設
立
し
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

自
治
体
主
催
の
労
働
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
道
内
各
地
で
行
っ

た
講
演
実
績
は
50
を
優
に
超

え
る
。
企
業
か
ら
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
依
頼
に
は
、
ど

こ
に
問
題
点
が
あ
る
の
か
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
行
っ
て
解
決
策
を

探
る
。　

　

新
田
さ
ん
は
「
人
材
不
足
、

人
材
育
成
の
原
因
と
し
て
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
と

こ
ろ
が
多
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
と
れ
な
い
く
ら
い
忙

し
い
の
が
実
情
」
と
指
摘
。
ま

ず
は
社
内
で
一
番
影
響
力
の
大

き
い
社
長
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　
「
社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

姿
勢
一
つ
で
、
社
内
の
雰
囲
気

や
社
員
の
や
る
気
が
変
わ
る
ん

で
す
。
よ
く
〝
社
長
は
孤
独
〟

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
専
門

家
の
立
場
か
ら
、
意
見
を
言
っ

た
り
、
背
中
を
押
す
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
」◆　

　

◆　
　

◆

　

近
年
、
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
。

特
に
パ
ワ
ハ
ラ
は
、
叱
ら
れ
た

経
験
が
少
な
い
若
者
が
会
社
で

怒
ら
れ
る
と
、
直
ぐ
に
心
が
折

れ
て
し
ま
う
。
上
司
も
萎
縮
し

て
声
を
か
け
ず
、
管
理
職
が
仕

事
を
抱
え
込
む
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
新
田
さ
ん
は
「
上
司
は
、

勇
気
を
出
し
て
部
下
に
声
を
か

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
人
を
け

な
す
と
か
説
教
、
自
慢
話
ば
か

り
で
は
ダ
メ
。
若
い
人
た
ち
に

寄
り
添
い
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
会

話
を
」
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
を
提
案
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
何
か
を
や
っ
て
も
ら
っ

た
ら
「
あ
り
が
と
う
」、
や
り
過

ぎ
や
間
違
っ
た
こ
と
に
は
素
直

に
謝
る
な
ど
、
人
と
し
て
基
本

的
な
挨
拶
の
大
切
さ
を
強
調
す

る
。

　
「
会
社
は
〝
人
〟
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
１
０
０
人
い
た
ら

１
０
０
通
り
の
正
義
と
価
値
観

が
あ
る
。
で
も
、
人
の
温
か
さ
が

社
内
に
あ
れ
ば
必
ず
報
わ
れ
る
」

と
新
田
さ
ん
は
確
信
し
て
い
る
。

　
「（
改
善
策
で
）
す
ぐ
に
は
結

果
は
出
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ

空
気
が
良
く
な
っ
て
、
働
く
人

の
心
に
余
裕
が
で
き
た
り
幸
せ

に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
こ
の
仕

事
の
や
り
が
い
で
す
ね
」

◆　
　

◆　
　

◆

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
巣
立
っ
て

い
く
学
生
た
ち
に
は
、「
失
敗

を
恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
。
失
敗
し
た
ら
上
司
に
助

け
て
も
ら
え
ば
い
い
。
そ
し
て
、

す
こ
し
ば
か
り
不
条
理
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
〝
い
つ
か
見
返
し

て
や
る
〟
く
ら
い
の
反
骨
精
神

で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
転
職
を

繰
り
返
す
よ
り
、
理
想
と
ち
が
っ

て
も
、
社
内
に
自
分
の
合
う
仕

事
を
探
し
て
み
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
る
。

　

ま
た
在
学
生
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
業
種
の
就
業
体
験
を
勧
め
る
。

「
地
方
に
も
お
も
し
ろ
い
会
社
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
選
択
肢
を
狭

め
な
い
で
、
自
分
の
目
で
み
て

体
験
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

◆　
　

◆　
　

◆

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈
１
９
９
９
年
札
幌
開
成

高
校
卒
業
、
同
年
北
海
学
園
大
学
法
学
部

入
学
。
２
０
０
２
年
行
政
書
士
資
格
取
得
。

２
０
０
３
年
北
海
学
園
大
学
法
学
部
法
律
学

科
卒
業
。
２
０
０
６
年
ま
で
民
間
企
業
勤
務
、

２
０
０
６
年
社
会
保
険
労
務
士
資
格
取
得
、

２
０
０
７
年
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

事
務
所
開
設
、
２
０
１
７
年
株
式
会
社
ケ
ン

ズ
プ
ロ
設
立
。﹇
所
属
・
登
録
﹈
日
本
行
政
書

士
会
連
合
会
／
北
海
道
行
政
書
士
会
、
全
国

社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
／
北
海
道
社
会

保
険
労
務
士
会
、
札
幌
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
日
本

行
政
書
士
会
連
合
会
著
作
権
相
談
員
。

職
場
の「
人
」に
関
す
る

課
題
解
決
請
負
人

は
文
献
複
写
・
相
互
貸
借
や
参

考
調
査
、
サ
ー
ビ
ス
・
カ
ウ
ン

タ
ー
と
閲
覧
室
で
は
図
書
の
貸

出
・
返
却
や
配
本
な
ど
を
行
っ

た
。
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
み
な
真
剣
な
表
情
で
取

り
組
ん
で
い
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
か
ら

は
「
本
の
発
注
で
は
、
タ
イ
ト

ル
や
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
、
納
入
者
な
ど

た
く
さ
ん
入
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
さ
ら
に
こ
の
作
業
を
一

日
50
～
80
冊
行
っ
て
い
る
こ

と
を
聞
い
て
改
め
て
大
変
さ
を

知
っ
た
」「
本
を
配
本
す
る
と

き
に
背
ラ
ベ
ル
の
請
求
記
号
を

見
て
本
を
戻
し
に
行
く
の
が
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」「
貸
出
・
返

却
の
シ
ス
テ
ム
が
自
分
の
中
学

と
違
い
大
変
驚
い
た
」「（
こ
の

体
験
を
）
将
来
を
考
え
る
と
き

の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

労
働
セ
ミ
ナ
ー
で
新
田
さ

ん
の
講
演
に
受
講
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
る

Ｓ
ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ｓ
ａ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｏ
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品

﹁S
A

P
P

O
R
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P
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W

N

﹂

　

長
崎
市
と
北
九
州
市
と
と
も

に
「
日
本
新
三
大
夜
景
都
市
」
の

一
つ
に
選
ば
れ
て
い
る
札
幌
市
。

夜
景
ア
ナ
リ
ス
ト
の
廣
田
さ
ん

は
、「
観
光
資
源
」
と
し
て
の
札

幌
夜
景
に
い
ち
早
く
目
を
つ
け
、

そ
の
魅
力
を
発
信
し
、
さ
ら
に

食
や
温
泉
な
ど
と
組
み
合
わ
せ

て
新
た
な
観
光
産
業
振
興
へ
と

活
動
し
て
い
る
。

　

毎
年
10
月
か
ら
１
月
は
札
幌

夜
景
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
夜

景
周
遊
バ
ス
の
ガ
イ
ド
を
務
め

る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
夜
景
の

魅
力
を
紹
介
し
た

り
、雑
誌
へ
の
執
筆
、

今
年
の
２
月
に
は
市

民
カ
レ
ッ
ジ
で
札
幌
夜
景

学
の
講
師
を
務
め
た
。
夜

勤
専
門
の
ホ
テ
ル
マ
ン
と

し
て
勤
務
し
な
が
ら
、
昼

間
は
夜
景
に
関
す
る
仕
事

に
奔
走
す
る
。

★　

 

★　

 

★

　

函
館
の
よ
う
に
、
夜
景

の
き
れ
い
な
ま
ち
は
港
町

が
多
い
が
、
札
幌
は
石
狩

平
野
の
ど
真
ん
中
。
道
外

の
観
光
客
は
、
ど
こ
ま
で

も
続
く
「
光
の
大
パ
ノ
ラ

マ
」
に
魅
了
さ
れ
る
。

　
「
札
幌
は
夜
景
都
市
と
し
て
の

総
合
力
が
特
徴
で
す
。
藻
岩
山
、

大
倉
山
、
旭
山
記
念
公
園
、
テ
レ

ビ
塔
、
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
、
ホ
ワ
イ

ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
、
い

ろ
い
ろ
な
高
さ
か
ら
楽
し
め
る
。

市
内
に
こ
れ
だ
け
豊
富
な
夜
景

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
ん
で
す
。
ま

ず
は
札
幌
市
民
に
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
」

★　

 

★　

 

★

　

大
学
卒
業
後
は
民
間
企
業

で
９
年
働
い
た
。
北
海
道
が

大
好
き
と
い
う
廣
田
さ
ん

は
、
東
京
に
転
勤
し
て
３
年

働
い
た
後
、
退
職
し
て
北
海

道
に
帰
っ
て
き
た
。し
か
し
、

時
代
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
ま
っ
た
だ
中
。
簡
単
に
職

は
見
つ
か
ら
ず
、
実
家
の
運

送
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
は

じ
め
て
自
分
の
人
生
を
真
剣

に
考
え
た
。

　

そ
し
て
、
道
外
か
ら
北

海
道
を
客
観
的
に
見
て
い
た
こ

と
か
ら
、
北
海
道
の
豊
か
な
食

と
観
光
資
源
の
尊
さ
に
気
づ
き
、

「
食
と
観
光
で
北
海
道
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
立
ち
上
が
っ
た
。

　

資
格
取
得
や
人
脈
づ
く
り
を

３
カ
年
計
画
で
始
め
た
。
し
か

し
、
著
名
な
食
の
専
門
家
は
す
で

に
い
る
。
転
機
は
、
２
０
１
５

年
に
札
幌
市
が
日
本
新
三
大
夜

景
都
市
に
選
ば
れ
、
２
０
１
７

年
に
札
幌
夜
景
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

と
い
う
資
格
を
つ
く
っ
た
と
き
。

「
こ
れ
な
ら
自
分
の
努
力
次
第
で

第
一
人
者
に
な
れ
る
」
と
、
夜

景
を
学
び
始
め
た
。
肩
書
き
に

は
札
幌
夜
景
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、

夜
景
観
光
士
２
級
、
温
泉
ソ
ム

リ
エ
、
北
海
道
フ
ー
ド
マ
イ
ス

タ
ー
、
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー

等
々
の
資
格
が
並
ぶ
。
夜
景
の

プ
ロ
と
し
て
幅
広
い
観
光
知
識

が
廣
田
さ
ん
の
持
ち
味
だ
。

　

後
輩
た
ち
に
は
、「
若
い
う
ち

か
ら
夢
を
持
ち
、
と
こ
と
ん
突
き

詰
め
て
ほ
し
い
。
チ
ャ
ン
ス
は
、

努
力
し
て
い
る
人
に
し
か
巡
っ

て
こ
な
い
。
常
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
、
準
備
し
て
お
く
こ
と
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

 　
去
る
２
月
14
日
、
協
定
校
で

あ
る
韓
国
・
大
田
大
學
校
か
ら

昨
年
４
月
よ
り
本
学
に
留
学
し

て
い
た
学
生
４
人
の
修
了
式
を

挙
行
し
た
。
学
生
た
ち
は
達
成

感
に
充
ち
た
表
情
で
、
今
回
の

留
学
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
活
か
し
た
い
と
語
っ
た
。

　

安
酸
学
長
か
ら
は
今
後
の
活

躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
日

韓
交
流
の
発
展
に
寄
与
し
て
ほ

し
い
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

夜景を観光資源として魅力発信

ひろ た だい

廣田　大

夜景アナリスト
札幌夜景ナビゲーター

夜景観光士

経済学部経済学科
（平成12年度卒・Ⅱ45期生）

［法学部法律学科 平成14年度卒・37期生］

新
にっ

田
た

 和
かず

代
よ

氏

　

札
幌
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
主
催
の
札
幌
映
像
コ
ン
テ
ス

ト
「
Ｓ
ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ｓ
ａ

ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｏ
」
で
、
経
営
学

部
経
営
情
報
学
科
４
年
熊
谷

貫
太
さ
ん
と
工
学
部
生
命
工

学
科
１
年
外
﨑
大
裕
さ
ん
が
制

作
し
た
「SA

PPORO UP-
DOW

N

」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。
音
楽
に
は
法
学
部
法
律

学
科
３
年
山
本
新
さ
ん
や
経
済

学
部
地
域
経
済
学
科
３
年
札
内

沙
理
奈
さ
ん
も
参
加
し
た
。

　

こ
れ
は
ア
マ
チ
ュ
ア
製
作
者

を
対
象
に
、
札
幌
の
さ
ら
な
る

魅
力
の
発
信
と
新
た
な
ロ
ケ
地

の
発
掘
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た

も
の
。
一
次
審
査
を
突
破
し
た

11
作
品
の
中
か
ら
、
コ
ン
セ
プ

ト
の
明
確
さ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

が
強
く
評
価
さ
れ
た
。

● 

熊
谷
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
雪
国
な
ら
で
は
の
地
下
空
間
の

発
展
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
取
り
入

れ
た
。
地
下
か
ら
ビ
ル
の
１
階
だ

け
で
は
な
く
地
上
に
出
る
こ
と

が
で
き
る
構
造
を
生
か
し
、
地

上
と
地
下
を
交
互
に
つ
な
ぐ
映

像
で
札
幌
の
魅
力
を
発
信
し
た
。

　

こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
１
年
前

か
ら
あ
っ
た
も
の
。
ロ
ケ
地
を

札
幌
駅
か
ら
す
す
き
の
ま
で
の

中
心
部
に
絞
っ
た
の
は
、
何
度

も
友
だ
ち
と
歩
い
た
り
遊
ん
だ

思
入
れ
の
あ
る
場
所
だ
か
ら
。

撮
影
機
材
はiPhone11

の
み
。

短
い
期
間
で
撮
影
、
音
楽
、
編

集
を
同
時
進
行
で
行
い
、
う
ま

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
で
き
た
と
思
う
。
コ
ン
セ

プ
ト
が
評
価
さ
れ
嬉
し
い
」

● 

外
﨑
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
熊
谷
と
は
高
校
か
ら
の
友
だ

ち
。
彼
が
大
学
卒
業
後
、
札
幌

を
出
る
の
で
、
２
人
で
何
か
残

し
た
い
と
思
い
制
作
に
参
加
し

た
。
僕
は
音
楽
の
作
詞
を
担
当
。

映
像
を
作
る
の
は
初
め
て
だ
っ

た
が
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
。

　

今
回
の
賞
を
受
賞
し
て
、
シ

ア
タ
ー
キ
ノ
の
中
島
洋
さ
ん
や
、

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督
の

是
枝
裕
和
監
督
な
ど
の
お
話
を

聞
く
機
会
も
あ
り
、
こ
の
経
験

を
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
」

　

受
賞
作
は
札
幌
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル

で
公
開
中
で
す
。

SCREEN SAPPORO 2019
札幌映像コンテスト

熊谷貫太（経営学部４年）
外﨑大裕（工 学 部１年）

最優秀賞受賞

将来を考えるときの参考に

第 11回
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小
山
研
究
室
が
ワ
イ
ン
造
り
に

関
す
る
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、「
生
命
工
学
科
の
持
つ
知
識

と
技
術
で
何
か
地
域
貢
献
で
き
な

い
か
」
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

　

昨
年
度
、
は
じ
め
て
赤
ワ
イ
ン

の
試
験
醸
造
に
成
功
し
、
今
年
度

は
、
製
品
企
画
や
工
程
管
理
、
成

分
分
析
に
加
え
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
試

験
農
園
で
全
工
程
を
実
習
し
ま
し

た
。
６
月
上
旬
に
ぶ
ど
う
樹
の
剪

定
、
９
月
に
収
穫
。
収
穫
し
た
ぶ

ど
う
を
破
砕
し
、
酵
母
と
ス
タ
ー

　

今
年
度
の
赤
ワ
イ
ン
の
最
大
の

特
徴
は
、
わ
れ
わ
れ
新
沼
研
究
室

が
開
発
し
た
ワ
イ
ン
醸
造
用
酵
母

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ワ
イ
ン
の
出
来
は
、
そ
の
年
に

収
穫
さ
れ
た
ぶ
ど
う
の
出
来
と
、

発
酵
を
行
う
酵
母
の
特
性
・
働
き

で
決
ま
り
ま
す
。
近
年
は
、
海
外

産
な
ど
の
市
販
酵
母
を
使
う
こ
と

が
多
く
、
安
定
し
て
発
酵
が
行
わ

れ
る
一
方
で
、
そ
の
土
地
の
個
性

を
表
現
す
る
に
は
も
う
一
つ
物
足

り
な
い
ワ
イ
ン
が
多
く
な
っ
た
と

　工学部生命工学科の小山芳一研究室と新沼
協研究室は、2017年度より八剣山ワイナリー（札
幌市南区・亀和田俊一社長）と提携し、ワイン
造りに関する研究を行っている。昨年度の赤ワ
インに続き、今年度、スパークリングロゼと赤
ワインの２種類のワインが完成した。

　卒業研究として、先輩たちの実績を引き継ぎ、
昨年春からワイン造りに取り組んできた生命工
学科４年の古川彰人さん（小山研究室）と髙林
和紀さん（新沼研究室）に、「学園オリジナルワイ
ン」完成までの道のりと感想を聞いた。
学園オリジナルワイン HP
https://hguwine.wixsite.com/mysite-1

タ
ー
を
入
れ
て
発
酵
を
始
め
ま
す
。

発
酵
期
間
は
約
２
～
３
週
間
。
そ

の
間
、
発
酵
効
率
を
上
げ
る
た
め

に
、
浮
き
上
が
っ
て
く
る
果
皮
や

種
子
を
下
に
押
し
戻
す
パ
ン
チ
ン

グ
を
毎
日
行
い
ま
す
。
発
酵
が
終

わ
る
と
、
果
皮
と
果
汁
を
完
全
に

分
離
す
る
圧
搾
を
行
い
、
貯
蔵
。

澱
が
完
全
に
下
が
っ
た
ら
フ
ィ
ル

タ
ー
を
か
け
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ロ
ゼ
に
は
炭
酸
を
注
入
。
そ
し
て

瓶
詰
め
、
ラ
ベ
ル
貼
り
。
こ
う
し

て
昨
年
12
月
に
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ロ
ゼ
、
今
年
２
月
に
赤
ワ
イ
ン
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

複
雑
味
が
な
く
ス
ッ
キ
リ
と
し

た
ク
リ
ア
な
味
で
、
ほ
ん
の
り
と

ベ
リ
ー
系
の
香
り
が
特
徴
の
ワ
イ

ン
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母
を
使
っ
た
赤
ワ
イ
ン
完
成
報

告
会
が
１
月
31
日
、
本
学
国
際
会
議
場
南
側
ロ
ビ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。
八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
亀
和
田
俊

一
社
長
を
は
じ
め
、
ワ
イ
ン
研
究
に
携
わ
っ
た
学

生
、
教
員
ほ
か
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
出
席
。
酵

母
選
抜
作
業
を
担
当
し
た
髙
林
和
紀
さ
ん
か
ら
安

酸
敏
眞
学
長
に
ワ
イ
ン
が
贈
呈
さ
れ
、
工
学
部
・
魚

住
純
学
部
長
の
乾
杯
で
試
飲
が
始
ま
っ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は　
「
飲
み
や
す
く
て
美
味
し
い
」

「
す
ご
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
酸
味
も
甘
み
も
あ
る
」「
辛

口
で
飲
み
や
す
い
。
重
め
の
ミ
デ
ィ
ア
ム
の
よ
う

だ
」
な
ど
と
い
っ
た
感

想
が
聞
か
れ
た
。

生
命
工
学
科
・
小
山
芳
一
教
授
の
コ
メ
ン
ト

　

今
年
度
は
、
市
販
品
と
は
別
格
の

ワ
イ
ン
が
で
き
た
と
思
う
。
も

と
も
と
私
の
研
究
室
か
ら
は
じ

め
た
研
究
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
が

成
長
し
て
い
く
よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。
古
川
く
ん

は
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
う
が
、

完
成
し
た
ワ
イ
ン
を
手
に
し
、
喜
び
も
ひ
と
し
お

だ
ろ
う
。
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
う
。

生
命
工
学
科
・
新
沼
協
准
教
授
の
コ
メ
ン
ト

　

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ワ
イ
ン
が
で

き
て
嬉
し
い
。「HGU-140

」

を
選
抜
で
き
た
の
は
、
髙
林
く

ん
が
丁
寧
に
信
用
で
き
る
仕
事
を

し
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
彼
が
選
抜
方
法
も

確
立
し
て
く
れ
た
の
で
、
来
年
度
以
降
は
白
ワ
イ

ン
に
も
挑
戦
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
酵
母
づ

く
り
の
作
戦
を
た
て
る
時
に
は
、
古
川
く
ん
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
の
作
業
状
況
報
告
が
大
変
役
立
っ
た
。

八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
・
亀
和
田
社
長
の
コ
メ
ン
ト

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母
の
選
抜
を
た
っ

た
３
年
で
や
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
す
ご
い
こ
と
だ
。
去
年
は
初

め
て
の
ワ
イ
ン
造
り
で
試
験
的

だ
っ
た
が
、
今
年
は
仕
掛
け
て
結
果
が
出
た
。
ワ

イ
ン
造
り
は
、
誰
で
も
で
き
る
け
れ
ど
も
、
誰
で

も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
微
妙
な
世
界
。

一
通
り
で
き
た
と
し
て
も
そ
れ
に
満
足
せ
ず
、
も
っ

と
深
く
研
究
し
て
ほ
し
い
。
学
生
た
ち
に
は
こ
の

経
験
を
自
身
の
人
生
に
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
新
沼
研
究
室
で
は

２
０
１
７
年
度
か
ら
、
ワ
イ
ン
に

と
っ
て
重
要
な
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
土

地
の
個
性
）」
を
活
か
せ
る
酵
母
を

全
道
各
地
で
探
し
て
き
ま
し
た
。

３
年
前
、
先
輩
３
人
（
出
口
航
大
、

髙
島
佑
太
、
佐
薙
大
樹
）
が
、
道

内
各
地
の
植
物
や
土
壌
４
０
０
サ

ン
プ
ル
を
採
取
し
酵
母
を
単
離
、

分
子
生
物
学
的
手
法
を
用
い
て
酵

母
を
同
定
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
耐
性

や
糖
耐
性
な
ど
か
ら
、
７
株

に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
そ
の
７
株
で

試
験
的
に
ワ
イ
ン
を
造
り
官

能
試
験
で
評
価
、
さ
ら
に
選

抜
し
て
仕
込
み
試
験
と
官

▼
卒
業
研
究
を
終
え
て

　

一
つ
一
つ
の
作
業
に
全
力
で
取

り
組
み
、
一
か
ら
も
の
を
つ
く
る

こ
と
の
大
変
さ
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
造
っ
た
ワ

イ
ン
は
〝
わ
が
子
〟
の
よ
う
で
、

味
も
最
高
。
販
売
店
で
も
売
れ
は

じ
め
、リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
聞
い
て
嬉
し
い
で
す
。

　

産
・
学
が
連
携
し
て
技
術
開
発

や
地
域
貢
献
を
め
ざ
す
こ
の
よ
う

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

能
試
験
を
重
ね
、
ワ
イ
ン
醸
造
好

適
酵
母
「HGU-140

」
の
取
得

に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
酵
母
は

１
４
０
番
目
の
サ
ン
プ
ル
で
、
八

剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ブ
ド
ウ
畑
か

ら
採
取
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
、「
ワ
イ
ナ
リ
ー
」「
葡

萄
」「
酵
母
」
す
べ
て
〝
道
産
子
〟

の
赤
ワ
イ
ン
が
本
学
か
ら
誕
生
し

ま
し
た
。

▼
卒
業
研
究
を
終
え
て

　

酵
母
を
培
養
し
て
い
る
と
、
だ

ん
だ
ん
と
愛
着
が
湧
い
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
酵
母
で
造
っ
た
ワ
イ
ン
の

味
は
〝
世
界
一
〟
で
す
（
笑
）。
大

学
に
よ
る
ワ
イ
ン
酵
母
の
研
究
が

こ
こ
ま
で
早
く
実
用
化
に
結
び
つ

い
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
う

の
で
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
将
来
は
高
校
の

教
員
（
理
科
）
を
め

ざ
し
て
お
り
、
生
徒

へ
の
指
導
な
ど
に

役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

工学部生命工学科４年

髙
た か

林
ばやし

 和
か ず

紀
き

新沼協研究室

工学部生命工学科４年

古
ふ る か わ

川 彰
あ き

人
と

小山芳一研究室

オリジナル酵母「HGU-140」を選抜 ワイン造りすべての工程を現場で実習

生命工学科  　  　「学園オリジナルワイン」で地域貢献めざす小山芳一 研究室
新沼　協 研究室

　スパークリングロゼと赤ワイン２種類完成2019
年 度

 　ワインラベルは学生と教員の共同制作。「シ
マフクロウ」を中心的なモチーフにし、北海道
の自然の恵みを表す「植物」と「果汁」、地域
との連携を意味する「リボン」、北海学園大学
のコミュニケーションマークを周囲に配置した。

シマフクロウを研究している
生命工学科・早矢仕有子教授の解説
　フクロウの仲間は世界中に約250種が分布し
ています。知的な印象も強く、古代ギリシア
神話で知性、芸術、戦いを司る女神アテネの
従者は、学名に「アテネ」を冠した小さなフクロ
ウの一種です。
　北海道は日本で唯一のシマフクロウ生息地。翼を広げると 
180cm に達する世界最大級のこのフクロウは、地球上の総個体数
が2,500 羽足らず、北海道にはわずか160羽の絶滅危惧種です。ア
イヌの人々は、村を守る最高神「コタンコロカムイ」としてシマフ
クロウに敬意を払ってきました。それは、シマフクロウの存在自体
が、自然の恵み豊かな川と森の象徴だったからでしょう。
　コタンコロカムイがいつまでも北海道と共に在りますように。

HGUワイン販売店
　▶八剣山ワイナリー  札幌市南区砥山 194-1

 Tel.011-596-3981（fax 兼用）     http://hakkenzanwine.com
　▶ワインショップフジヰ  札幌市中央区南 3 条西 3 丁目 1-2

 Tel.011-231-1684  https://www.wineshop-fujii.com
　▶マルヨ吉田商店  札幌市中央区北 1 条西 24 丁目 ミニまるいちば

 Tel.011-641-4345
　▶ニチロ畜産株式会社 さっぽろ西町ハム工房直売店 札幌市西区西町北 18 丁目 1-1
 Tel.011-663-2305  https://www.hamkoubou.com/
「hguwine スパークリングロゼ」が飲めるお店
　▶居酒屋 一休  札幌市中央区南６条西３丁目 東亜会館

 Tel.011-512-3198 （問合せ：hguwine@gmail.com）

ワインラベルに「シマフクロウ」

6月上旬に剪定、秋に収穫

発酵

圧搾

熟成

八剣山ワイナリーで破砕したぶ
どうに酵母「HGU-140」を入れる

スパークリングロゼ（右）と赤ワイン。どち
らもクオリティの高いワインに仕上がった

卒業研究発表会にて

右：オリジナル酵母選抜を担当した髙林さんから
　　安酸学長へ赤ワインを贈呈
上：魚住純工学部長の乾杯で試飲が始まった

卒業研究発表会にて

ワ
イ
ン
完
成
報
告
会

 　
工
学
部
各
学
科
の
卒
業
研
究

発
表
会
が
２
月
に
山
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

工
学
部 

卒
業
研
究
発
表
会
　

緊
張
し
な
が
ら
も
充
実
し
た

面
も
ち
で
、
４
年
間
の
集
大
成

と
な
る
研
究
内
容
を
説
明
。
鋭

い
質
問
に
も
対
応
し
、
大
学
生

活
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

私
た
ち
北
海
学
園
大
学
吹
奏
楽

団
は
昨
年
創
団
30
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
30
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
創
団
当
初
か
ら
指
揮
者

と
し
て
楽
団
を
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
河
井
さ
ん
や
顧
問

と
し
て
共
に
活
動
し
て
く
だ

さ
っ
た
佐
藤
先
生
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
皆
様
の
ご
協
力
、
そ
し
て

定
期
演
奏
会
や
地
域
の
演
奏

会
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ

た
お
客
様
の
お
か
げ
で
す
。
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
海
学
園
大
学
吹
奏
楽
団

は
平
成
２
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

当
初
は
団
員
が
少
な
く
、
演
奏
活

動
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
発
足

し
て
か
ら
３
年
目
と
な
る
平
成
５

年
に
は
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に

て
最
も
大
き
な
編
成
で
参
加
で
き

る
楽
団
へ
と
成
長
し
、
数

多
く
の
演
奏
の
機
会
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
平
成
29
年
に

は
、
当
団
と
し
て
は
初
と

な
る
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
大
学
Ａ
編
成
の

部
で
北
海
道
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
の
定
期
演
奏
会
で
は

創
団
30
周
年
を
記
念
し
、

歴
代
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方

を
交
え
、
演
奏
者
が
総
勢

１
０
０
名
を
越
え
る
ス
テ
ー
ジ
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
団
は
30
周
年
を
迎
え
、
よ

り
一
層
良
い
演
奏
を
お
届
け
し
ま

す
。
大
学
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
地

域
の
皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
も
12
月
６
日
に
札
幌
市
教
育

文
化
会
館
に
て
定
期
演
奏
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

創団30周年記念定期演奏会

吹
奏
楽
団
団
長

工
学
部
社
会
環
境
工
学
科
２
年

井い

越ご
し 

陵り
ょ
う

凱が

吹奏楽団 創団30周年
電子情報工学科生

卒業研究発表（2月6日）

建築学科生 論文発表
（2月20日）

建築学科生 卒業設計発表
（2月14日）

社会環境工学科生「構造系」
卒業研究発表（2月20日） 
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令和２年度 行事日程

＊（豊）…経済学部・経営学部・法学部・人文学部・工学部〔1年次〕、（工）…工学部〔2年次以上〕

＊大学院は、各研究科の行事日程によります。
＊本学学生は、行事日程に関する詳細を掲示板や資料等で確認してください。

日（曜日） 行　　事月 日（曜日） 行　　事月
令
和
２
年

健康診断（豊4年）
入学式
新入生ガイダンス
健康診断（豊3年・工）
新入生ガイダンス
健康診断（豊2年）
新入生ガイダンス
健康診断（豊1年）
第1学期授業開始
学園創立記念日

第66回対東北学院大学定期戦
（仙台）

第1回オープンキャンパス

予備日
第1学期授業終了
実験生物に感謝する日
予備日

第1学期定期試験

夏季休業開始
全学休業（事務取扱休止）

第1学期追再試験

9月期卒業生発表
夏季休業終了
第2学期授業開始
2部（夜間部）オープンキャンパス
第3回オープンキャンパス
9月期卒業証書・学位記授与式

～（木）13
（土）8

（金）31

（木）30

（水）29

（金）18

（土）19
（土）26
（日）27
（水）30

（火）28

（日）21
第2回オープンキャンパス（日）19

～（金）19

（土）16
（火）7

（月）6

（土）4

（金）3

（木）2
（水）1

（土）15

～ （金）8/7

（月）31
～ （木）9/3

（日）21

（土）20

（水）10
（土）27

（月）8

（火）30

（月）29

（金）26

（水）31

（土）27

（木）28
（水）27

（水）13
（木）21
（火）26

（金）8
（木）7
（土）26

（日）29

（土）10

～（火）9 （金）12
～（水）18 （月）22

（木）11

～ （木）2/4

～（金）9 （日）11

令
和
3
年

第69回十月祭
第49回工学祭
ホームカミングデー

特別入試（公募・指定校推薦、
社会人Ⅰ期、課題小論文、
海外帰国生徒、外国人留学生）

冬季休業開始
冬季休業終了
第2学期授業再開
振替月曜日授業
予備日
第2学期授業終了
予備日

第2学期定期試験

入学試験準備日
入学試験
第2学期追再試験
社会人Ⅱ期入試
卒業生発表
進級生発表
卒業証書･学位記授与式（卒業祝賀会）
在学生ガイダンス（豊平・山鼻校舎）
各課程ガイダンス
在学生ガイダンス（豊平校舎）
在学生ガイダンス（豊平・山鼻校舎）
各課程ガイダンス
在学生ガイダンス（山鼻校舎）
各課程ガイダンス
各課程ガイダンス

4

1

2

3

10

12

11

6

5

7

8

9

令和２年度 健康診断日程表
■豊平校舎〈学部生〉

■豊平校舎〈大学院生〉

※健康診断の詳細は掲示等でご確認ください。

13：00～15：30
9：30～11：30

17：00～19：00
13：00～15：30
9：30～11：30

17：00～19：00
13：00～15：30
9：30～11：30

17：00～19：00

①受診票の受取り・記入─14番教室
②身体計測─会館大会議室（生協食堂上）
③内科診察─会館会議室（大会議室上）

①身体・視力計測
　　─会館大会議室（生協食堂上）
②内科診察─会館会議室（大会議室上）
③尿検査容器提出・胸部X線
　　─学生玄関前

1
部

2
部

1
部

2
部

1
部

2
部

経済・経営
法・人文
全学部

経済・経営
法・人文
全学部

経済・経営
法・人文

全学部

新2年生

新3年生

新4年生
・

研究生
4月1日（水）

※受診票・尿検査容器の事前受取日時
　3月26日（木）9：30～12：00 医務室前

※受診票・尿検査容器の事前受取日時
〈全学部〉　3月27日（金）17：00～20：30 医務室

学年・健診日 時　間 検　査・会　場学　部

4月3日（金）

4月4日（土）

新1年生
4月6日（月）

9：30～10：30

10：30～11：30

13：00～14：00

14：00～15：30

17：00～19：00

1
部

2
部

経済

経営

法

人文・工

全学部

■山鼻校舎〈工学部生・研究生・大学院生〉
4月3日（金）

男子／ 9：00～10：30 女子／10：30～11：00
男子／11：00～12：30 女子／12：30～13：00
男子／14：00～15：30
※視力検査があります(眼鏡・コンタクト使用の方は忘れず持参）

女子／15：30～16：00

男子／14：00～15：30 女子／15：30～16：00

胸部X線 内科診察 身体計測

32番教室

尿検査

学部生・院女子： 31番教室
学部生・院男子： 32番教室

2号館
1階玄関前

尿検査を行うのは
 ・2～3年生の体育
  会系クラブ員
 ・4年生 ・ 研究生
 ・大学院2年生工

学
部
大
学
院

健診日
検査
場所

学年

9：30～11：30
13：00～15：30
17：00～19：00

9：30～11：30
13：00～15：30
17：00～19：00

新１年生

新2年生
新3年生
新4年生
研究生

修/新1年生
修/新2年生

4月6日（月）

学年・健診日 時　間 検　査・会　場

①受診票の受取り・記入─16番教室
 〈受診票の受取り時間〉9：10～11：00、12：00～15：00、16：45～19：00
②身体計測─学園会館2階大会議室（生協食堂上）
③内科診察─学園会館3階（女性：8番会議室、男性：9～10番会議室）
④胸部X線─学生玄関前

新2年生以上
4月1日（水）

①身体計測※視力は最終学年のみ─会館大会議室
②内科診察─会館会議室（大会議室上）
③最終学年のみ尿容器提出・胸部X線─学生玄関前

※受診票・尿検査容器の事前受取日時
〈経営・法〉医務室前
　3月26日（木）9：30～12：00 、14：00～16：00
　3月27日（金）9：30～12：00 、14：00～16：00

〈経済・人文〉医務室前
　3月28日（土）9：30～12：00 
　3月30日（月）9：30～12：00 、14：00～16：00

①受診票の受取り・記入（16番教室）
 ※4月6日に、他の資料と一緒に受診票が配

布されます。資料の配布時間は、ガイダン
ス日程表にて確認してください。

②身体計測
　─学園会館2階大会議室（生協食堂上）
③内科診察─学園会館3階
 女性：8番会議室、男性：9～10番会議室
④胸部X線─学生玄関前
◎尿検査：体育会クラブ員のみ5月実施

※ ①～④の順番に検査を受け、受診票は
最後に回収。

検査容器の受取：
2～3年生はガイダン
ス後、医務室または
事務室で申し込み、
受け取り。他は健康
ガイダンスで配布。
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卒
業
す
る
皆
さ
ん
へ

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
未
来
に
「
幸

多
か
れ
」
と
お
祈
り
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
「
幸
せ
」
の

内
容
を
、
特
に
職
業
生
活
と
の

関
連
で
考
え
始
め
る
と
、
途
端

に
一
概
に
は
言
え
な
く
な
り
ま

す
。
世
の
中
の
価
値
観
、
雇
用

の
慣
行
、
働
き
方
、
個
々
人
の

職
業
観
等
、
全
て
が
ま
す
ま
す

多
様
化
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

と
は
い
え
、
常
識
的
に
考
え
れ

ば
、
心
身
の
健
康
と
社
会
・
経

済
生
活
の
充
実
は
、
基
礎
条
件

と
し
て
挙
げ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
社
会
人
・

職
業
人
と
し
て
の
成
長
が
、
当

面
の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　

特
に
、
よ
い
上
司
・
先
輩
・
仲

間
に
恵
ま
れ
る
よ
う
お
祈
り
し

ま
す
。
自
分
が
目
標
に
で
き
る

よ
う
な
人
生
の
先
輩
を
見
つ
け
、

そ
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
、
当
面
の
成
長

の
鍵
だ
と
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　

同
時
に
、
心
身
を
大
切
に
す

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ス
ポ
ー
ツ
の
鍛
錬
と
同
様
、

成
長
の
た
め
に
は
限
界
を
超
え

る
努
力
が
必
要
で
す
が
、
故
障

し
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
、
メ
ン
タ
ル
面
で

の
消
耗
は
、
本
人
が
気
づ
か
な

い
う
ち
に
進
み
ま
す
の
で
、
日

常
的
な
家
事
が
滞
っ
た
り
、
食

事
が
楽
し
め
な
く
な
っ
た
り
し

た
ら
、
休
養
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
皆
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
の
「
そ

の
後
」
が
知
り
た
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
企
業
は
そ
の
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
外
部

か
ら
評
価
さ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
大
学
も
社
会
的
存

在
と
し
て
、
外
部
か
ら
の

評
価
を
そ
の
営
み
に
生
か

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
は
、

私
た
ち
の
振
り
返
り
に
と
っ
て
、

大
き
な
材
料
の
一
つ
で
す
。
同

窓
会
、
恩
師
の
先
生
方
と
の
つ

な
が
り
な
ど
、
多
様
な
機
会
を

通
じ
て
、
情
報
を
ご
提
供
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

 

新
４
年
生
の
皆
さ
ん
へ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
こ
数

年
、
就
活
を
終
え
た
皆
さ
ん
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、「
も
う
一
度
就

職
活
動
を
す
る
と
し
た
ら
、
最

も
力
を
入
れ
よ

う
と
思
う
こ
と
」

を
尋
ね
て
い
る

の
で
す
が
、
毎

年
ほ
ぼ
同
じ
よ

う
な
回
答
分
布
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
先
輩
た
ち
が
最

も
苦
労
し
、
後
悔
し
て
い
る
の

は
、「
企
業
研
究
・
業
界
研
究
」

で
す
。
お
そ
ら
く
、
応
募
書
類

等
に
お
け
る
志
望
動
機
の
作
成
、

面
接
時
の
や
り
と
り
等
を
通
じ

て
、
準
備
不
足
・
知
識
不
足
を

痛
感
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　
「
事
前
に
調
べ
れ
ば
分
か
る
こ

と
」
を
知
ら
な
い
状
態
で
応
募

し
た
の
で
は
、
選
考
す
る
側
が

「
本
当
に
う
ち
の
会

社
に
興
味
が
あ
る

の
か
」
疑
問
を
持

つ
の
は
当
然
で
す
。

先
方
も
多
大
な
費

用
と
労
力
を
注
入

し
て
採
用
活
動
を

し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
皆
さ
ん
も

で
き
る
限
り
の
準

備
を
し
た
上
で
応

募
す
る
の
が
礼
儀

だ
と
考
え
て
下
さ

い
。

　

具
体
的
な
方
法
が
分
か
ら
な

い
方
は
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー

等
を
利
用
し
て
、
志
望
先
の
企

業
や
業
界
を
よ
く
理
解
す
る
方

法
を
学
ん
で
下
さ
い
。
こ
の
研

究
を
深
め
る
こ
と
が
、
自
分
自

身
の
志
望
理
由
を
明
確
化
し
た

り
、
本
当
に
入
社
し
た
い
か
ど

う
か
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
に

役
立
ち
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
戻
る

と
、
上
述
の
「
研
究
」
に
引
き

続
き
、「
面
接
対
策
」、「
自
己
分

析
」、「
筆
記
試
験
対
策
」
を
挙
げ

る
方
が
多
く
出
ま
す
。
い
ず
れ

も
、
自
分
一
人
で
考
え
て
い
る

だ
け
で
は
、
前
に
進
め
ま
せ
ん
。

筆
記
試
験
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
模
試
等
を
受
け
て
み
な
け
れ

ば
自
分
の
達
成
度
を
把
握
で
き

な
い
こ
と
は
わ
か
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
が
、
実
は
、
面
接
で

も
自
己
分
析
で
も
、
他
の
方
に

見
た
り
聞
い
た
り
し
て
も
ら
わ

な
い
と
、
自
分
の
準
備
に
欠
け

て
い
る
点
は
、
な
か
な
か
自
覚

で
き
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
点
は
、
応
募
段
階
で
の
書

類
作
成
で
も
同
様
で
す
。
志
望

動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
等
、
実
に
様
々

な
作
文
を
す
る
必
要
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、
こ
れ
ら
も
他
人
に

読
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
、
お
か

し
な
と
こ
ろ
、
足
り
な
い
と
こ

ろ
に
気
づ
け
な
い
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
就
活
は
、
他
人
か

ら
評
価
さ
れ
る
機
会
の
連
続
な

の
で
す
か
ら
、
本
番
の
前
に
自

分
を
晒
す
こ
と
を
躊
躇
し
て
い

る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
積
極

的
に
、
様
々
な
事
前
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め

し
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
と
っ
て
、
就
活
は

長
い
闘
い
に
な
り
ま
す
。
親
し

い
友
人
が
早
め
に
就
活
を
終
え

た
り
、
新
聞
報
道
等
で
高
い
内

定
率
を
見
た
り
し
て
、
焦
っ
た

り
、
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
公

務
員
志
望
者
に
と
っ
て
も
、
勉

強
の
成
果
が
模
試
の
結
果
に
現

わ
れ
ず
、
自
信
を
失
い
か
け
る

時
が
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
、
内
定
率

に
関
す
る
報
道
内
容
は
多
く
の

場
合
、
実
態
を
反
映
し
て
は
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
早
め
に
有
名

企
業
等
か
ら
の
内
定
を
獲
得
し

た
人
ほ
ど
、
離
職
率
が
低
く
、

幸
せ
な
職
業
生
活
を
続
け
て
い

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
官
民
を

問
わ
ず
、
夏
以
降
に
な
っ
て
、

初
め
て
よ
い
出
会
い
に
恵
ま
れ

る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
は
、

決
し
て
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

　

辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
い
成
長

の
機
会
で
す
。
自
分
を
見
失
う

こ
と
な
く
、
そ
れ
と
同
時
に
足

り
な
い
準
備
を
着
実
に
補
う
と

い
う
、
あ
る
意
味
で
は
当
た
り

前
の
こ
と
を
積
み
重
ね
て
、
納

得
で
き
る
進
路
が
得
ら
れ
る
よ

う
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

 

新
３
年
生
の
皆
さ
ん
へ

　

ま
ず
、
学
業
を
充
実
さ
せ
て

下
さ
い
。
就
職
活
動
の
関
連
で

申
し
上
げ
れ
ば
、
民
間
・
公
務

員
い
ず
れ
を
志
望
す
る
に
せ
よ
、

４
年
次
（
特
に
一
学
期
）
は
忙

し
く
な
り
ま
す
。
３
年
次
終
了

時
点
で
、
十
分
に
卒
業
が
見
込

め
る
状
態
を
実
現
し
て
下
さ
い
。

　

無
論
、
４
年
次
後
半
に
本
格
的

な
卒
業
研
究
等
を
迎
え
る
方
も

い
る
で
し
ょ
う
が
、
就
職
活
動

に
お
い
て
、
学
業
に
関
す
る
説

明
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。
自
分
が
ど
ん
な
学

び
を
重
ね
て
き
た
か
、
何
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
か
等
、
３
年

生
の
時
点
か
ら
、
自
ら
の
学
び

を
他
者
に
説
明
す
る
こ
と
も
意

識
し
つ
つ
、
日
ご
ろ
の
勉
強
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

３
年
次
に
な
る
と
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
就
職
支

援
行
事
が
本
格
化

し
ま
す
。
様
々
な

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出

席
す
る
と
、
そ
の
時
々
に
ど
ん

な
準
備
が
必
要
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、例
え
ば
、

就
職
に
関
係
す
る
掲
示
物
を
見

た
り
、
Ｇ
─
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
！
を
は
じ

め
と
す
る
通
知
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
等
、
関
連
情
報
を
見
逃
さ
な

い
習
慣
を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

　

こ
こ
数
年
、
特
に
秋
口
か
ら

本
格
化
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等

へ
の
出
席
者
が
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
実
際
に

就
職
活
動
を
始
め
て
み
て
、
準

備
不
足
に
苦
し
む
方
が
増
え
て

い
ま
す
。「
売
り
手
市
場
」
で
あ

る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
事

前
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

準
備
は
確
実
に
存
在
し
ま
す
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
積
極

的
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
、
強
く

お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
就
職
活
動
全
体
の
動

向
把
握
の
た
め
に
も
必
要
で
す
。

い
わ
ゆ
る
「
就
活
解
禁
日
」
等

に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
そ
の

ル
ー
ル
の
一
部
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
次
年
度
以
降
も
、
し
ば

ら
く
は
試
行
錯
誤
が
続
く
可
能

性
が
高
い
の
で
、
最
新
の
状
況

を
知
る
た
め
に
も
、
信
頼
で
き

る
情
報
元
の
一
つ
と
し
て
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す

る
行
事
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

お
わ
り
に 

全
て
の
皆
さ
ん
へ

　

働
く
こ
と
に
つ
い
て
、
就
職

活
動
全
般
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

具
体
的
な
「
就
活
対
策
」
に
つ

い
て
、
世
の
中
に
は
実
に
多
く

の
言
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
中
に
、
相
違
や
矛
盾

が
存
在
す
る
こ
と
は
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
数

少
な
い
情
報
だ
け
を
頼
り
に
す

る
の
で
は
一
面
的
に
な
る
危
険

が
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
、
全
て

を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
と
、

身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ネ
ッ
ト
等
を
検

索
す
れ
ば
簡
単
に
解
答
が
得
ら

れ
る
、
と
い
う
一
種
の
「
成
功

体
験
」
を
積
み
重
ね
て
来
た
方

ほ
ど
、
就
職
活
動
で
は
戸
惑
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、

官
公
庁
・
自
治
体
・
民
間
企
業

を
問
わ
ず
、
優
劣
を
決
め
る
単

一
の
物
差
し
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

ま
し
て
、
個
人
の
適
・
不
適
は
、

組
織
全
体
の
み
な
ら
ず
配
属
部

署
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ
る

で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
採
用
す

る
側
も
具
体
的
な
選
考
方
法
等

に
つ
い
て
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
情
報
は
収
集
し
、

い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
等
を

聞
き
な
が
ら
も
、
自
分
で
考
え
、

自
分
で
判
断
し
、
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
の
努
力
を
怠
っ
た

ま
ま
で
、「
い
い
会
社
に
入
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
を
漠

然
と
他
者
に
問
う
の
は
無
意
味

だ
と
い
う
こ
と
が
お
わ
か
り
い

た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

　

考
え
始
め
る
一
つ
の
契
機
と

し
て
、「
信
頼
」
と
い
う
こ
と
に

着
目
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
は
ど
う
い
う
人
物

を
信
頼
で
き
ま
す
か
？　

ど
う

す
れ
ば
、
他
人
か
ら
信
頼
さ
れ

る
で
し
ょ
う
か
？　

ど
ん
な
組

織
で
も
、
信
頼
で
き
る
仕
事
仲

間
を
求
め
て
、
求
人
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
在

学
中
の
皆
さ
ん
全
て
が
、
学
業

を
は
じ
め
と
す
る
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
、
信
頼
さ
れ
る
自
分

の
構
築
と
い
う
こ
と
を
意
識
し

て
下
さ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
進
路
調
査
票
」
は
、
大
学
か
ら

卒
業
生
に
対
す
る
調
査
で
卒
業
後
の

進
路
に
つ
い
て
の
最
終
確
認
を
す
る

も
の
で
す
。
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
所
定
の
方
法
で
提
出
す
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

①
文
部
科
学
省
の
卒
業
生
の
進
路
調

査
報
告
、
②
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
の
各
種
統
計
資
料
の
作
成
、
③

同
窓
会
活
動
（
会
報
発
送
・
事
業
案

内
）
等
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
個

人
情
報
保
護
法
を
遵
守
し
そ
れ
以
外

に
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
方
法　
令
和
２
年
３
月
10
日
以

降
、
学
費
支
給
者
宛
に
送
付
さ
れ
る

成
績
関
係
書
類
に
、
こ
の
「
進
路
調

査
票
」
も
入
っ
て
い
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
を
利
用
し
て
ご
返
送
下
さ
い
。

  

４
年
生
の
皆
さ
ん
へ

「
進
路
調
査
票
」
記
入
の
お
願
い

新型コロナウイルス感染症に
関する本学の対応について

　新型コロナウイルス感染症について、北海道内で確認された
感染者が増加傾向にあり、札幌市内在住者の感染も確認され
ています。また、感染経路を特定できていない可能性がある
症例も複数認められています。今後も感染拡大が懸念されて
いるなか、学生・教職員・関係者の皆さまにおかれましては、
感染防止のため可能な限り適切な対策に努めてください。
※新型コロナウイルス感染症については日々状況が変化してい

ますが、本学の対応については、適時、大学 Web サイトで
お知らせします。

令和元年度 卒業証書・学位記授与式、

令和２年度

卒業祝賀会中止について

入学式 月 日（木）10：304 2
北海道立総合体育センター「北海きたえーる」
メインアリーナ
札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号
※駐車場がないので、公共交通機関をご利用ください

式典会場

　本学は、新型コロナウイルスの感染が拡大している現状を
考慮し感染防止の観点から、3月20日の「令和元年度 卒業
証書・学位記授与式」と「卒業祝賀会」を中止することにい
たしました。
　また、入学式の日程は下記のとおりとなっておりますが、
今後の状況・対応などにつきましては大学 web サイトでご確
認ください。
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